
 

 

令和３年度 第１回 文京区 東京２０２０オリンピック・パラリンピック推進本部 次第 

 

日時：令和３年１０月２７日（水）  

アカデミー推進本部終了後 

 

 

 

１． 東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会に関する対応について 
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【資料第１号】東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会に関する対応について 

【資料第２号】東京２０２０大会へ向けた主な取組状況調査票（継続事業及び新規事業） 

（令和２年１２月調査） 

 



 【 資 料 第 １ 号 】 

  アカデミー推進部スポーツ振興課 

 

東京 2020オリンピック・パラリンピック競技大会に関する対応について 

 

 

１ 文の京 2020ボランティア募集 

大会関連事業に従事する区独自ボランティアを募集した。 

〇募集期間：令和３年１月２５日から令和３年５月３１日まで 

〇募集方法：区特設ホームページから申し込みを受付 

〇協力要請団体：区内大学、消防団及び区内企業等 

〇申込人数：８０２名 

 

２ 聖火リレー 

感染状況を踏まえ、公道走行及びゴール地点のミニセレブレーションが中止となった

が、以下の代替事業等を実施した。 

 

 実施日 実施内容 会場 

オリンピック 令和３年７月２０日 点火セレモニー 中央区浜町公園 

パラリンピック 令和３年８月２０日 

採火式 湯島天満宮境内瓦斯灯 

点火セレモニー 
東京都障害者総合 

スポーツセンター 

 

３ 公式練習会場 

〇会場：文京スポーツセンター 

〇利用期間：令和３年６月２８日から令和３年９月１０日まで 

 

種目 練習期間 利用 利用日数 

ハンドボール 
令和３年７月１９日 

～令和３年８月３日 
８チーム １０日/１６日 

パラバドミントン 
令和３年８月２７日 

～令和３年９月５日 
２７チーム ７日/１０日 

 

４ ホストタウン事業 

（１）ドイツ 

 〇「文の京でドンドン・ドイツ語講座」 

  ドイツ人講師による語学講座を３期に分け実施 

〇「ドイツ文化講座」 

ドイツに関するスポーツや文化・芸術など広く区民の国際理解を促進 

〇ホストタウン通信発行 

ドイツの文化や慣習、料理等を紹介、区内小中学校中心に配布 

 



 

 

 

（２）パラリンピック難民選手団 

令和３年６月２９日付けでパラリンピック難民選手団ホストタウンに登録 

 交流実績は別紙のとおり 

 

５ オリンピック・パラリンピックこども新聞事業 

 〇第１１号(令和３年７月１６日発行)：聖火リレーコースの紹介、６月２０日世界難民

の日に実施した『文の京ホストタウン特別講座』を紹介 

〇第１２号（令和３年度内に発行予定） 

 

６ 今後の対応（予定） 

〇事後交流 

文京スポーツセンターがハンドボールの公式練習会場として使用されたことを記念

し、ハンドボール競技でオリンピックに参加したアスリートを区内小学校にて、競技体

験や講演会を行う。また、教育の森公園でアスリートと生徒による記念植樹を行う。 

〇記念銘板 

・パラリンピックマラソンコース沿道（文京区後楽一丁目 2番 12号 後楽橋付近） 

・湯島天満宮境内瓦斯灯付近（パラリンピック採火式実施会場） 

 

 

（参考）東京 2020大会へ向けた主な取組 

〇スポーツ 

・文京スポーツセンター改修工事 

・パブリックビューイング（サッカー、バスケットボール、ラグビーＷ杯） 

〇文化 

 ・みんなで楽しむ「能（Ｎｏｈ）」プロジェクト 

・文京区企画展（東京 2020オリンピック・パラリンピックを応援しよう！！展） 

〇国際交流 

・ドイツホストタウン通信の発行 

・文京クリスマスマーケット 2019 

〇観光・商業 

・多言語化対応 

〇おもてなし 

 ・スポーツボランティアの育成 

・庁内留学 in BUNKYO 

〇まちづくり 

・区内施設のバリアフリー化の推進 

・公衆・公園等トイレの改修 

 

 

 



【 別 紙  】 

＜パラリンピック難民選手団との交流実績＞ 
 

〇令和３年６月２０日： 

『文の京ホストタウン特別講座～文京区から難民選手団を応援しよう～』 

会場：文京シビックセンターにて、UNHCR駐日事務所及び、国連 UNHCR協会の講師による

難民問題及び難民選手団に関する講演、国連 UNHCR協会によるワークショップ開催。会

場での参加(４０名)及びオンライン参加(３０名)の双方ハイブリッド型で実施 

 

〇令和３年８月１９日：子ども向けワークショップ『サトちゃんの大切なもの』 

難民について学ぶワークショップ（オンライン開催）時に、パラリンピック難民選手

団から文京区に向けたメッセージ動画を紹介。（イレアナ・ロドリゲス団長、パラ水泳

のイブラヒム・アル・フセイン選手（シリア出身、ギリシャ在住）の２名） 

※参加約１００名 

 

〇青少年プラザ（B-lab）との交流事業 

  大会期間中、区内中高生向け施設である B-lab（ビーラボ）内のモニターでパラリンピ

ック難民選手団の出場競技をライブ上映。施設内に選手紹介パネルを設置。 

 

〇令和３年８月１６日～２９日 

東京ドームシティ ラクーアでのメッセージ動画上映、パネル展示など 

東京ドームシティ ラクーアガーデンステージにて、パラリンピック難民選手団の動画メ

ッセージを放映。選手団紹介パネルの展示と青い紙ひこうき制作ブースを設置。 

 

〇令和３年８月２３日：こども新聞記者による選手へのオンライン取材 

  こども新聞記者 11名によるシャハラッド・ナサジプール選手（アメリカ在住、イラン

難民）へのオンライン取材を実施。 

 

※青い紙ひこうき事業 

UNHCRブルーの折り紙を、区内の学校、育成室（学童保育施設）、区内スポーツ施設、

区内商業施等に配布し、応援メッセージの意味を込めて折った青い紙ひこうきを重ねて

連結する。区内に所在する国内有数の折り紙専門施設である『おりがみ会館』が作成し

たおりがみの装飾物とあわせて、８月２３日に都内で開催された IPCの記者会見時に選

手団に贈呈した。 

その後も、区内商業施設に設置したおりがみ作成ブースで作成した分を合わせて、最

終的に青い紙ひこうきは約１万機を超えた。 

 

〇令和３年９月３日 

窪町小学校、指ケ谷小学校の５年生を中心に、児童の家庭と文京シビックセンター、

国立競技場をオンラインでつなぎ、パラリンピック難民選手団イレアナ・ロドリゲス団

長と、ＩＰＣのテディ・カッツ広報専門員と交流した。 

同日、選手団の一員であるシャハラッド・ナサジプール選手が出場した男子円盤投げの

応援イベントも同交流会の中で実施した。参加者は１００名を超え、交流を深めた。 



【資料第２号】

東京2020大会へ向けた主な取組状況調査票（継続事業及び新規事業）  （R2.12月調査）

●･･･実施済み　〇･･･実施中または実施予定　―･･･実施なし　空欄･･･未定

参考

新型コロナウィルス感染
寛大防止により中止

令和元年度 取組状況
（令和２年2月調査）

入力
不要

入力不要 事業名 事業の概要を簡略に入力してください 担当課名
事業の開始年度以
降について入力し
てください

記入例 気運醸成
まつり等気運醸成ＰＲ活動
（東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ気運
醸成プロジェクト）

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の気運醸成のた
め、区内で実施されるまつり等の事業において、オリンピック・パラ
リンピックに関するブース出展やステージ等を実施する。

アカデミー推進課
平成28年度
～令和2年度

― ― ● ● ● ○ ○ ―

まつり事業の他、区で実施している既存事業でのPRの
場を増やし、気運醸成の機会の拡充を図る。
○月　△△△展示会
◇月　☆☆☆フェスタ

まつり等において、オリンピック・パラリンピックに関
するPRを実施。
実施済み事業7回（つつじまつり、あじさいまつり、朝
顔ほおずき市、根津千駄木下町まつり、菊まつり、
ウォーキング教室、ユニバーサルスポーツDAYS）
実施予定事業3回（はたちのつどい、国際交流フェス
タ、梅まつり）

スポーツ アスリート育
成

BJAA【選手の発掘・育成・強
化】

子どもたちがスポーツを通じて様々な経験を重ね、将来アスリート
として活躍するという夢に向けた一歩を応援する2年1期の事業。
スポーツ団体や大学等がもつ専門的な知識による高いレベルの指
導により、どのスポーツでも共通する身体づくりを行うとともに、メン
タル面や栄養面等についてもサポートできる体制を整え、技術向
上だけにとどまらず、総合的な支援を行うことで、優秀な選手の発
掘・育成・強化を図る。

スポーツ振興課 平成26年度～ ● ● ● ● ● ● ― ―
前年同様、主な委託先である順天堂大学には
東京2020大会への協力要請が多く、日程調整
ができなかったため実施していない。

東京2020大会の後、令和４年度以降の連携に
ついて協議を進める。

主な委託先である順天堂大学には東京
2020大会への協力要請が多く、日程調整が
できなかったため実施していない。

スポーツ スポーツの
推進

オリンピアン・パラリンピアン等
によるスポーツ教室

オリンピアン・パラリンピアン等によるスポーツ教室等を開催し、オ
リンピック・パラリンピックへ向けた気運醸成とスポーツ実施の機会
を提供する。

スポーツ振興課 平成28年度～ ― ― ● ● ● ● ○ ○

12月12日に、区内の小学3～6年生を対象に
JFAが派遣するナショナルトレセンコーチよる
サッカー教室を予定していたが、新型コロナ
ウィルス感染症感染拡大防止徹底のため、急
遽、中止した。

例年同様、実施予定であるころから、委託先で
ある文京区少年サッカー連盟と実効性が高ま
るよう協議を進める。

12月21日に、区内の小学3～6年生を対象に
JFAが派遣する日本代表コーチの齊藤俊秀
氏によるサッカー教室を実施し、91人の参
加があった。

スポーツ スポーツの
推進

オリンピアン・パラリンピアンに
よる講演等による啓発、スポー
ツ事業の推進

オリンピアン・パラリンピアンによる講演や教室等を開催し、東京
2020オリンピック・パラリンピック競技大会の気運醸成のための各
種スポーツ事業を推進する。

スポーツ振興課 平成27年度～ ― ● ● ● ● ● ● ○
日本財団パラリンピックサポートセンターが実
施するオンライン講座「あすチャレ！Academy」
を課職員が試行的に受講した。

職員に加えスポーツボランティアも受講対象と
することや、他のイベントとの併催等を検討す
る。

5月31日にあすチャレ！アカデミー講師の林
英樹氏による職員向け研修会を実施した。

スポーツ スポーツの
推進

女子サッカークラブ創設・応援

区内在住・在勤・在学の中学生以上の女性を対象としたクラブチー
ムを区と地域の協働により創設し、文京唯一の地域密着型女子ク
ラブチームとして、大会等に参加する。また、地域にチームを知っ
てもらい、地域でチームの活動を応援する。

スポーツ振興課 平成27年度～ ― ● ● ● ● ● ● ○
練習及び試合会場（小石川運動場）を確保し
た。

練習及び試合会場確保（小石川運動場）のほ
か、区報やポスター掲出によるチームの情報
を発信する。

・練習及び試合会場確保（小石川運動場）
・各体育施設でのチラシの配付を行い周知
を図った。

スポーツ スポーツの
推進

パブリックビューイング
トップレベルの大会について、区民とともに応援するパブリック
ビューイングを実施し、大会気運を高める。

スポーツ振興課 平成26年度～ ● ● ● ● ● ● ― ○
新型コロナウイルス感染症感染拡大による放
送予定延期等により、実施していない。

FIFAワールドカップカタール2022アジア最終予
選等、東京2020大会以外の国際大会を中心
に、実施を検討する。

5月11日と8月24日にバスケットボールのパ
ブリックビューイング地下2階区民ひろばで
実施した。
9月20日と10月13日にラグビーワールドカッ
プ2019日本大会のパブリックビューイングを
（株）東京ドームとの協力でラクーアガーデ
ンにて実施した。

スポーツ スポーツの
推進

スポーツ推進事業（オリンピッ
ク・パラリンピック推進）

東京2020大会に向けて、スポーツを通じた気運醸成を図りつつ、
スポーツを推進する。

スポーツ振興課 平成28年度～ ― ― ● ● ● ● ― ―
東京2020競技大会で実施するローラース
ポーツの体験教室を通して、大会の気運醸
成を図った。

スポーツ スポーツの
推進

文の京スポーツネットワーク事
業

区内スポーツ関係団体等の横断的な会議体を設立し、複数の団
体や企業によるイベントやスポーツ教室、教養講座等の提案や企
画を行う。

スポーツ振興課 平成29年度～ ― ― ― ● ● ○ ― ―

会議体を構成する各種スポーツ団体、区内企
業及び大学は東京2020大会に向けた取り組み
が多く、日程調整ができなかったため実施して
いない。

東京2020大会後の各種スポーツ団体、区内企
業及び大学との連携や会議体のあり方を再構
築する。

各スポーツ団体を招いた「スポーツネット
ワーク会議」は実施せず東京2020オリンピッ
ク・パラリンピック競技大会に向けた取り組
みを集約し、各団体で共有する予定

スポーツ スポーツの
推進

カウントダウンラグビーワール
ドカップ2019　ストリートラグ
ビー体験

ストリートラグビー等の体験を通じて、ラグビー競技への興味・関心
を高め、平成31年9月に開幕するラグビーワールドカップ2019の観
戦や応援の動機付けとする。

スポーツ振興課 令和元年度 ― ― ― ― ― ● ― ―

6月9日に、「BUNKYO RUGBY DAY」として
実施した。
イベントでは、文京区ラグビー協会、トヨタ自
動車ヴェルブリッツ、リコーブラックラム協力
のもと、ストリートラグビー体験に加え、各種
ラグビーのプレー体験や、ラグビー観戦ポイ
ント解説等のコンテンツを実施し、延べ約
1,400人の来場があった。

スポーツ スポーツの
推進

パブリックビューイング（東京
2020大会）

東京2020大会時において、区民とともに応援するパブリックビュー
イングを実施する。 スポーツ振興課＜オ

リパラ＞
令和2年 ― ― ― ― ― ― ▲ ○ ○

東京2020大会のパブリックビューイング及び関
連イベントを区民ひろばで行い、大会を区全体
で盛り上げる。→延期

東京2021大会のパブリックビューイング及び関
連イベントを区民ひろばで行い、大会を区全体
で盛り上げる。

スポーツ 障害者ス
ポーツへの
取組

「体育の日」等における「障害
者スポーツ用車いす試乗体
験」等

多くの区民が参加する体育の日イベントにおいて、障害者スポー
ツ用（バスケットボール用）車いすの試乗体験事業を実施する。ま
た、パラリンピック等の障害者スポーツに関するDVD上映コーナー
を設置する。

障害福祉課
平成26年度
～平成27年度

● ● ― ― ― ― ― ―

令和3年度以降取組予定
（令和2年12月15日現在）

●…実施済み　　○…予定
―…実施なし　未定は空白

H28カテゴリー 取組項目 所管課 実施期間 H26 H27取組・事業例
令和2年度取組状況

（令和2年12月15日現在）
R2事業概要 H29 H30 R1 R3～

1



東京2020大会へ向けた主な取組状況調査票（継続事業及び新規事業）  （R2.12月調査）

●･･･実施済み　〇･･･実施中または実施予定　―･･･実施なし　空欄･･･未定

参考

新型コロナウィルス感染
寛大防止により中止

令和元年度 取組状況
（令和２年2月調査）

令和3年度以降取組予定
（令和2年12月15日現在）

H28カテゴリー 取組項目 所管課 実施期間 H26 H27取組・事業例
令和2年度取組状況

（令和2年12月15日現在）
R2事業概要 H29 H30 R1 R3～

スポーツ 障害者ス
ポーツへの
取組 共生のための文京地域支援

フォーラム

平成28年4月の障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律
の施行に向けて、障害の有無に関わらず、共に様々な活動に参加
できる地域社会を実現することを目指して同法の普及及び啓発事
業を実施する。

障害福祉課
平成26年度
～平成27年度

● ● ― ― ― ― ― ―

スポーツ 障害者ス
ポーツへの
取組

関係団体等連絡会設立、環境
の整備

障害者スポーツ事業の推進にあたり、関係部署・団体による連絡
会を開催し、区のスポーツ事業等に関する取組みや情報を共有
し、今後の方向性や事業内容、協力体制などについて検討する。
また、連絡会での意見交換を活かした事業の開発や環境の整備
を進める。

スポーツ振興課 平成26年度～ ● ● ● ● ● ● ― ― 新しい連携手法を検討する。
各関係団体と個別事業毎に連絡を取り、連
携を図った。

スポーツ 障害者ス
ポーツへの
取組

個人利用促進事業
障害者スポーツの推進のため、障害者がスポーツ施設を個人で利
用できるようにサポートを行う。

スポーツ振興課 平成27年度～ ― ● ● ● ● ○ ○ ○

新型コロナウィルス感染症の影響により、6回
事業が中止となった。残りの実施については開
催予定。

引き続き指定事業として事業継続する。年間１
８回開催予定。

令和元年度より指定管理者の指定事業とし
て実施開始した。年間１８回開催予定。

スポーツ 障害者ス
ポーツへの
取組

パラリンピック気運醸成事業
～ブラインドサッカーの普及振
興～

①小・中学校でのブラインドサッカーの普及
②サッカーイベントを通じ、ブラインドサッカーの認知度向上
③日本ブラインドサッカー協会、日本サッカー協会、区内の視覚特
別支援学校との連携強化

スポーツ振興課 平成28年度～ ― ― ● ● ● ● ○ ○

年間を通してブラインドサッカー体験「スポ育」
を区内小中学校で実施したほか、9月にはこれ
までの規模から縮小したものの、文京ブライン
ドサッカーワンデイカップ2020を実施した。

例年同様、実施予定であるころから、委託先で
ある日本ブラインドサッカー協会のほか各種団
体と、障害者スポーツへの理解促進が図られ
るよう、協議する。

①年間を通してブラインドサッカー体験「ス
ポ育」を区内小中学校で実施した。
②12月に、ブラインドサッカー東日本リーグ
2019を開催し、最終節の試合観戦を実施し
た。同時開催で石川直宏さんのブラインド
サッカー教室、ロービジョンフットサル体験
会、区内専門学校の学生によるイベント、
TOKYO UNITED FCによる弱視児童向け
サッカー教室等を実施した。

スポーツ 障害者ス
ポーツへの
取組

パラスポーツの理解促進
パラリンピックと通じた障害者スポーツの理解促進のため、様々な
障害者スポーツを体験・紹介する機会を設ける。

スポーツ振興課 平成28年度～ ― ― ● ● ● ● ▲ ― ○

3月13日(土)に、スポーツボランティア養成講座
として、文京スポーツボランティアを対象とした
ブラインド体験及びブラインドサッカー選手によ
る講話を行い、支えるスポーツの担い手である
スポーツボランティアの資質向上と、障害者ス
ポーツを通じた障害理解の促進を図る。

日本財団パラリンピックサポートセンターのプ
ログラムのや、区内を活動の拠点とするゴール
ボールチームとの協働等によるパラスポーツ
体験の実施を検討する。

①11月に日本ブラインドサッカー協会、東京
ドームと連携し、ブラインドサッカー体験会を
実施した。
② 2 月 に 日 本 サ ッ カ ー 協 会 、 TOKYO
UNITED FC、free bird mejirodaiとの協働で
ウォーキングサッカーとブラインドサッカーの
体験イベントを行った。
③指導者講習会として車いすバスケット
ボール体験会を実施した。

スポーツ 障害者ス
ポーツへの
取組 あすチャレ！運動会「誰もが主

役で参加できる運動会を作ろ
う」

障害の有無にかかわらず、誰もがスポーツを通じて共に楽しい時
間を共有できる機会を提供する。参加者全員が協力し合いながら
運動会を作り上げていくことにより、スポーツを通じた障害理解や
共生社会へのイメージの共有を行う。併せてパラスポーツを含む
様々な競技を一度に体験できる場を提供し、東京2020大会への気
運醸成につなげていく。

スポーツ振興課 令和元年～ ― ― ― ― ― ● ― ―

8月18日にトヨタ自動車株式会社の協力で、
車いすテニスの三木拓也選手ほか5名のゲ
ストパラアスリートを招いて実施した。参加
人数は8チーム71名。

スポーツ 練習会場の
誘致

スポーツセンター改修実施設
計

老朽化の進行した施設の改修、耐用年数を過ぎた各種設備等の
更新と合わせて、施設全体のバリアフリー化、地球温暖化対策や
省エネルギー対策等へ対応した施設とするため、全面的なリ
ニューアル（改修）工事を実施する。

スポーツ振興課＜施
設＞

平成27年度
～平成28年度

― ● ● ― ― ― ― ―

スポーツ 練習会場の
誘致

スポーツセンター改修

老朽化の進行した施設の改修、耐用年数を過ぎた各種設備等の
更新と合わせて、施設全体のバリアフリー化、地球温暖化対策や
省エネルギー対策等へ対応した施設とするため、全面的なリ
ニューアル（改修）工事を実施する。

スポーツ振興課
＜施設＞

平成27年度
～平成30年度

― ― ● ● ● ― ― ―

スポーツ 練習会場の
誘致

小石川運動場整備検討

ＪＦＡの公認を取得している人工芝敷設の小石川運動場について、
観るスポーツ面の環境整備等を目的とし、観客席の整備を行う。
併せて、路上生活者対策事業「文京寮」として使用していた当施設
の敷地を含めた全体整備計画を策定し、整備工事を実施する。

スポーツ振興課＜施
設＞

平成27年度
～平成28年度

― ● ● ― ― ― ― ―

スポーツ 練習会場の
誘致

六義公園運動場管理棟等改
築

老朽化した管理棟や用具倉庫等の管理施設を取り壊し、会議室や
更衣室等も併設し、バリアフリー化及び省エネルギー対策などの
施されたクラブハウスに建て替える。

スポーツ振興課
＜施設＞

平成28年度
～平成32年度

― ― ● ● ● ○ ○ ―

新型コロナウィルス感染症の影響により、工期
が令和3年1月まで延長となった。運用開始に
向け、準備を進める。

令和元年８月より工事開始した。埋蔵文化
財発掘調査の結果により地盤改良工事を追
加し工事変更したため、工期が当初令和２
年６月末までの予定だったが、令和２年１１
月２０日に延長した。

文化 歴史・文化
の紹介

文京ふるさと歴史館特別展「復
興への想い－生きよ！もっと
強く－」

第二次世界大戦の終結から70年、関東大震災から92年となる平
成２７年に、戦争や自然災害からの「復興」をテーマに、関連資料
を展示し、歴史に残る記録と、人びとの心に遺る記憶から学ぶ。あ
わせて高度経済成長の資料として、昭和39年の東京オリンピック
関係資料も展示する。

アカデミー推進課
平成27年度（単年
度）

― ● ― ― ― ― ― ―
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東京2020大会へ向けた主な取組状況調査票（継続事業及び新規事業）  （R2.12月調査）

●･･･実施済み　〇･･･実施中または実施予定　―･･･実施なし　空欄･･･未定

参考

新型コロナウィルス感染
寛大防止により中止

令和元年度 取組状況
（令和２年2月調査）

令和3年度以降取組予定
（令和2年12月15日現在）

H28カテゴリー 取組項目 所管課 実施期間 H26 H27取組・事業例
令和2年度取組状況

（令和2年12月15日現在）
R2事業概要 H29 H30 R1 R3～

文化 歴史・文化
の紹介

３区文化資源地図の制作

東京文化資源会議及び千代田区、台東区と連携し、三区に存在す
る多様な文化資源関連地図を収集・データベース化し、観光をはじ
め様々な目的に応じて活用できる地図デジタルアーカイブを作成
する。

アカデミー推進課
平 成 27 年度 ～平
成30年度

― ● ● ● ● ― ― ―

文化 歴史・文化
の紹介

文京区ポスコン　～伝統文化
をもっと知ろう！～

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の文化プログラムと
して実施。
各種つどい・大会のポスター等作成に当たり、広く区民等を中心に
デザイン案を募集し、最優秀作品に選出された出品者のデザイン
を元にポスターを作成する。また、区民等には、若手芸術家の応
募作品を気軽に鑑賞できる場を提供することにより、文化芸術に
触れ合う機会の増加を図る。

アカデミー推進課
平 成 28 年度 ～平
成29年度

― ― ● ● ― ― ― ―

文化 歴史・文化
の紹介

文化プログラムの実施
東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた文化プロ
グラムの一環とした、文化芸術事業を実施する。

（公財）文京アカデ
ミー　シビックホール

平成28年度
～令和2年度

― ― ● ● ● ● ○ ―

東京2020大会に向けた文化プログラムの一環
とした文化芸術事業の実施。
「日本の響き、世界の調べ 第5回打楽器とリ
ズム ～東京2020オリンピック・パラリンピック
に向けて～」を7月11日（土）、小ホールにて開
催。
※「東京2020応援プログラム」に認定

東京2020大会に向けた文化プログラムの一
環とした文化芸術事業の実施
「日本の響き、世界の調べ 第4回さまざま
な声、さまざまな歌 ～東京2020オリンピッ
ク・パラリンピックに向けて～」（11/9開催）
※「東京2020応援プログラム」に認定

文化 歴史・文化
の紹介

「かるたの街　文京」を発信！

漫画「ちはやふる」の人気で注目が高まっている「小倉百人一首か
るた」を活用した事業を、全日本かるた協会や「ちはやふる」の版
権を持つ講談社を区内に有する地域特性を活かし、文化・観光・国
際交流の各方面から展開する。

アカデミー推進課
（公財）文京アカデ
ミー　アカデミー文京

平成29年度～ ― ― ― ● ● ○ ○ ○

【アカデミー推進課】
①小中学生向け競技かるた教室　1校実施

②2020インターナショナル小倉百人一首かる
たフェスティバルの実施（5月22日～31日）
→新型コロナウイルス感染症拡大防止のため
延期

【アカデミー推進課】
①小中学生向け競技かるた教室

②2020インターナショナル小倉百人一首かる
たフェスティバルの実施（5月22日～30日）

【アカデミー推進課】
小中学生向け競技かるた教室（競技かるた
有段者によるデモ等）の実施
・第三中学校（1月18日実施）
・第六中学校（1月18日実施）

文化 歴史・文化
の紹介

I don’t know（能）･･･ No（能）
problem!
～みんなで親しむ「能（Noh）」
プロジェクト～

親と子、祖父母と孫などで参加することで、家族みんなで能に親し
み、理解を深めてもらうイベントを開催する。
子ども達にも能に興味を持ってもらえるよう、「鑑賞」と「体験」を交
えたプログラムで実施し、「高尚で難解」という能に対するイメージ
を刷新する。

アカデミー推進課 平成29年度～ ― ― ― ● ● ● ▲ ― ○

令和2年度以降も引き続き、宝生能楽堂の協
力により実施予定（令和2年度は8月23日実施
予定）
→中止

令和3年度以降も宝生能楽堂にご協力いただ
き実施予定

主に小中高校生を対象とした鑑賞と体験を
宝生能楽堂にて実施（8/18）
鑑賞：能、あらすじについての話し、演目「小
鍛冶」
体験：ARメガネ体験、楽器体験、能面・装束
体験、能楽堂バックステージツアー、謡体験

文化 歴史・文化
の紹介

文京区秋の文化祭　区制７０
周年記念イベント

文京区秋の文化祭会期中に、華道・茶道・書道・絵画に関連した
記念イベントやワークショップを実施し、日本の伝統文化を幅広く
区民に紹介する。

アカデミー推進課 平成29年度 ― ― ― ● ― ― ― ―

文化 歴史・文化
の紹介

学校給食における和食文化の
継承と紹介

日本の伝統的な食文化である和食の良さを再認識し、次世代を担
う子供たちに継承する。そして東京2020オリンピック・パラリンピッ
ク競技大会へ向けて、世界に誇れる和食について、情報発信でき
る子供を育成する。

学務課
平成28年度
～令和3年度

― ― ● ● ● ● ○ ○

年3回の和食の日を、毎月（年11回）に拡大し、
各校ごとに和食給食に取り組む。11月の和食
の日は、魚沼の新米と緑茶を区が購入する。

和食の日を、毎月（年11回）実施し、各校ごとに
和食給食を通じて食文化の継承に取り組む。
11月の和食の日は、魚沼の新米と緑茶を区が
購入する。

1学期は7月中旬、2学期は11月22日、3学期
は1月下旬に、全校の給食で和食の統一献
立を実施した。給食では日本茶を提供し、静
岡県や、茶共同組合から派遣していただい
た職員からお茶の淹れ方を学んだ学校も
あった。和食器の文化を学び、和食器で給
食を食べた学校もあった。全児童生徒にオ
リジナルの啓発リーフレットを配付した。

3



東京2020大会へ向けた主な取組状況調査票（継続事業及び新規事業）  （R2.12月調査）

●･･･実施済み　〇･･･実施中または実施予定　―･･･実施なし　空欄･･･未定

参考

新型コロナウィルス感染
寛大防止により中止

令和元年度 取組状況
（令和２年2月調査）

令和3年度以降取組予定
（令和2年12月15日現在）

H28カテゴリー 取組項目 所管課 実施期間 H26 H27取組・事業例
令和2年度取組状況

（令和2年12月15日現在）
R2事業概要 H29 H30 R1 R3～

文化 文化イベント
の実施

“能楽”寺子屋
東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた文化プロ
グラムの一環として、日本の伝統文化を理解する事業を実施し、
自国の文化を再発見するきっかけとする。

アカデミー推進課
平成27年度
～平成28年度

― ● ● ― ― ― ― ―

文化 文化イベント
の実施 文京区内スポーツミュージアム

の紹介・展示
文京区内にあるスポーツに関連した博物館等を紹介する展示を実
施。

スポーツ振興課 平成27年度 ― ● ― ― ― ― ― ―

文化 文化イベント
の実施

文化発信プロジェクト
文京区と協定を締結している他自治体や、全国規模の文化事業を
企画する団体等と協働して「文の京」に相応しい、文化・芸術・教育
活動参加への機会を区民に対して提供する。

アカデミー推進課
（公財）文京アカデ
ミー　アカデミー文京

平成18年度～ ● ● ● ● ● ○ ○ ○

【アカデミー推進課】
令和2年度以降も引き続き実施予定
・「キッズミュージカル公演」令和2年4月18日実
施予定
→中止
・「啄木学級」令和2年7月10日
→中止
・「かなざわ講座」実施時期未定
→動画配信での実施に変更
・「石見神楽公演」　令和3年2月27日実施予定
・「盛岡さんさ踊りワークショップ、さくらまつりで
のさんさ踊りパレード」実施時期未定
→検討中

【文京アカデミー】
アカデミア講座において、金沢市との連携講座
を実施
「竹久夢二ゆかりの地～文京区・金沢市～」
（10～11月・3回）

【アカデミー推進課】
令和2年度以降も引き続き以下の事業を実施
予定
・「啄木学級」令和3年7月9日
・「かなざわ講座」実施時期未定
・「石見神楽公演」実施時期未定
・「盛岡さんさ踊りワークショップ、さくらまつりで
のさんさ踊りパレード」実施時期未定

【アカデミー推進課】
・「キッズミュージカル公演」（魚沼市との交
流事業）4月14日実施
・「啄木学級」（盛岡市との交流事業）7月5日
実施
・金沢市友好交流都市協定締結式8月4日
実施
・「かなざわ講座」（金沢市との交流事業）1
月15日実施
・「石見神楽公演」（津和野町ほか高津川流
域自治体との交流事業）2月22日実施
・「盛岡さんさ踊りワークショップ、さくらまつ
りでのさんさ踊りパレード」2月29日、3月8
日、3月14日、3月29日実施予定

【文京アカデミー】
アカデミア講座において、金沢市との連携講
座を実施。
加賀藩の武士のたしなみ ～能楽・茶の湯
～(11月・3回)

文化 文化イベント
の実施

区制70周年記念　文京ミュー
ズフェスタ2017

「文の京ミュージアムネットワーク（略称：文京ミューズネット）」は、
文京区内の美術館・博物館・庭園などの文化施設により構成され
ている。「文京ミューズフェスタ」は、文京ミューズネットの合同イベ
ントとして毎年開催しており、各施設による体験コーナーや、資料
展示を行っている。
平成29年度は、区制70周年記念イベントとして位置づけ、内容を
通常よりレベルアップして実施する。

アカデミー推進課 平成28年度～ ― ― ● ● ● ● ● ○
令和2年度以降も引き続き実施予定（令和2年
度は12月17日実施予定）
→会期を12月15日から20日までに変更

令和3年度以降も引き続き実施予定（令和3年
度は12月16日実施予定）

文京ミューズフェスタ2019を12月19日に実施
（区制70周年記念イベントは平成29年度の
み実施）

文化 文化イベント
の実施

まるキャンマーケット　～夏の
陣、冬の陣～

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の文化プログラムと
して実施。
文化芸術に触れ合う機会の創出を図ることを目的とし、文京区をま
るごとキャンパスに見立て、創造・体験・鑑賞の３つの視点から、区
内各所において家族で楽しめる文化イベントを実施する。

アカデミー推進課 平成30年度～ ― ― ― ― ● ● ▲ ―

令和2年度以降も引き続き実施予定
・「薪能」3月27日
→中止
・「寺社活用（華茶書香道）」実施時期未定
→中止

令和3年度については検討中

・「薪能」5月19日
・「定点ピアノ」5月15日～3月31日
・「寺社活用（華茶書香道）」3月15日実施予
定

文化 文化イベント
の実施

文京アカデミア講座（伝統文化
理解）の実施

日本の伝統文化を理解・体験する生涯学習講座を実施し、日本文
化を再発見するきっかけや興味を深める一助とする。

（公財）文京アカデ
ミー　アカデミー文京

平成18年度～
（それ以前は教育委
員会で実施）

● ● ● ● ● ● ○

【文京アカデミー】
生涯学習支援者・区民・大学・民間教育機関と
連携し、文京アカデミア講座を実施
前期（4月～7月）に実施予定の講座は、新型コ
ロナウイルス感染症拡大防止のため中止
・生活と庭園～文京区の住まいと庭～（10月～
11月・4回）
・至高の江戸絵画への招待（10月～12月・5回）
・本と人の文化史（日本編）（1月～3月・4回）

生涯学習支援者・区民・大学・民間教育機関と連携
し、文京アカデミア講座を実施。
・シェイクスピアと日本の伝統演劇(5月～7月・6回)
・木版画　彫摺体験　～和とじ帳を作ろう～(10月・4
回)
・つまみ細工入門～基本を覚えて作品作りにチャレ
ンジ～（10月・3回）
・民謡入門―正しい発声で楽しく唄って健康に―（10
月～11月・3回）
・謡を通して能楽の魅力を体感！～能「羽衣」の世
界を味わう～（10月～11月・4回）
・篠笛、はじめてみよう！～今日から楽しむ伝統楽
器～（10月～12月・5回）
・加賀藩の武士のたしなみ　～能楽・茶の湯～(11
月・3回)
・白洲正子と日本美術(10月～12月・5回)
・娘義太夫のいろは～文豪を夢中にさせた大衆芸
能～(1月～2月・4回)
・日本美術入門講座「琳派400年を旅する」(1月～3
月・5回)
・水引細工入門―日本の伝統をもっと身近に―(1月
～2月・3回)
・絵草子入門―江戸の昔話絵本を楽しもう―(1月～
2月・4回)
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東京2020大会へ向けた主な取組状況調査票（継続事業及び新規事業）  （R2.12月調査）

●･･･実施済み　〇･･･実施中または実施予定　―･･･実施なし　空欄･･･未定

参考

新型コロナウィルス感染
寛大防止により中止

令和元年度 取組状況
（令和２年2月調査）

令和3年度以降取組予定
（令和2年12月15日現在）

H28カテゴリー 取組項目 所管課 実施期間 H26 H27取組・事業例
令和2年度取組状況

（令和2年12月15日現在）
R2事業概要 H29 H30 R1 R3～

文化 文化イベント
の実施

歌壇・俳壇
日本の伝統文化である短歌・俳句を通して日本文化に触れること
により、短歌・俳句の普及と文化情操の向上を図ることを目的とし
た事業を実施する。

（公財）文京アカデ
ミー　アカデミー文京

平成28年度～
（ それ以前はア カデ
ミー推進課で実施）

― ― ― ● ● ● ○

【文京アカデミー】
文京区民（在勤・在学を含む）を対象とした短
歌や俳句を詠み投稿する事業を実施。入選作
品は財団情報紙スクエア及びホームページに
掲載。
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
俳句大会（6月20日）は中止
・歌壇・俳壇［年4回（4～5月・6～7月・9～10月・
12～1月）］
・中学生俳句大会（10～11月）

文京区民（在勤・在学を含む）を対象とした
短歌や俳句を詠み投稿する事業を実施。入
選作品は財団情報紙スクエア及びホーム
ページに掲載。
・歌壇・俳壇［年4回（4～5月・6～7月・9～10
月・12～1月）］
・俳句大会（6月15日）
・中学生俳句大会（10～11月）

文化 文化イベント
の実施

シビックコンサート

東京2020大会に向けた文化プログラムの一環とした文化芸術事
業を実施。
音楽を専門に学ぶ学生等の学習意欲向上のための発表の場と、
区民やシビックセンター来庁者が身近に音楽と触れ合える機会を
提供するため、毎月1回、シビックセンター地下2階「区民ひろば」に
て観覧無料のコンサートを実施する。コンサート会場にオリンピッ
ク、パラリンピックの関連ポスター等を掲示し、東京2020オリンピッ
ク・パラリンピック競技大会に向けた更なる気運醸成を図る。
※「東京2020応援プログラム」に認定。（平成30年7月～）

（公財）文京アカデ
ミー　シビックホール

平成30年度～ ― ― ― ― ● ● ○ ○

東京2020大会に向けた文化プログラムの一環
とした文化芸術事業を実施。
音楽を専門に学ぶ学生等の学習意欲向上の
ための発表の場と、区民やシビックセンター来
庁者が身近に音楽と触れ合える機会を提供す
るため、毎月1回、シビックセンター地下2階「区
民ひろば」にて観覧無料のコンサートを開催。
コンサート会場にオリンピック、パラリンピック
の関連ポスター等を掲示し、東京2020オリン
ピック・パラリンピック競技大会に向けた更なる
気運醸成を図る。
令和2年度は、7月22日（水）と8月26日（水）の2
回のみ開催。他の月は、新型コロナウイルス
感染症の影響により中止。
※「東京2020応援プログラム」に認定。

東京2020大会に向けた文化プログラムの一
環とした文化芸術事業を実施。
音楽を専門に学ぶ学生等の学習意欲向上
のための発表の場と、区民やシビックセン
ター来庁者が身近に音楽と触れ合える機会
を提供するため、毎月1回、シビックセンター
地下2階「区民ひろば」にて観覧無料のコン
サートを開催。コンサート会場にオリンピッ
ク、パラリンピックの関連ポスター等を掲示
し、東京2020オリンピック・パラリンピック競
技大会に向けた更なる気運醸成を図る。
※「東京2020応援プログラム」に認定。

文化 文化イベント
の実施

朝活講座

出勤や通学前の時間を有効に活用し、国際社会や日本文化、外
国人とのコミュニケーションに必要な語学等を学ぶ講座を実施す
る。
・「国際社会の現状と日本－日本人に何が期待されているのか－」
（5～6月・5回）
・「Discussing　Global　Issues」（5～7月・10回）
・「日本の美しいマナーを学ぶ」（10月・4回）

（公財）文京アカデ
ミー　アカデミー文京

平成30年度～ ― ― ― ― ● ● ▲ ○
【文京アカデミー】
新型コロナウイルス感染症のため中止

生涯学習支援者・区民・大学・民間教育機
関と連携し、朝活講座を実施。
・Sustainable Development Goals(5月～6
月・8回)
・The Chainging Business World(10月～11
月・5回)

文化 文化イベント
の実施

2020インターナショナル小倉百
人一首かるたフェスティバル

競技かるた発祥の地である本区と、競技かるたに縁の深い滋賀県
大津市、福井県あわら市が、全日本かるた協会と連携して、「2020
インターナショナル小倉百人一首かるたフェスティバル」を開催す
る。本事業は、東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員
会の共催文化プログラムである「東京2020NIPPONフェスティバル」
に位置付けられており、小倉百人一首や競技かるたを通じて、「か
るたの街　文京」を世界に発信するとともに、東京2020大会のレガ
シーとして継承する。 アカデミー推進課文

化事業係
令和２年 ― ― ― ― ― ― ▲ ― ○

文京区会場では、5月30日と31日に以下の内
容を実施する。
・国境なきかるた大会〜KARUTA WITHOUT
BORDERS（国籍混合チームによる国際大会）
・名人VSクイーン　～競技かるた頂上決戦～
（男女トップ選手による真剣勝負）
・各種ワークショップ（競技かるた、バリアフリー
かるた、着物着付等の体験）
・ステージイベント
・展示
・閉会式　等
→中止

文京区会場では、5月29日と30日に以下の内
容を実施する。
・名人VSクイーン　競技かるた頂上決戦（男女
トップ選手による真剣勝負）
・各種ワークショップ（競技かるた、バリアフリー
かるた、着物着付等の体験）
・ステージイベント
・展示　等

文化 文化イベント
の実施

文京ふるさと歴史館　第4回ミ
ニ企画　　文の京の五輪（オリ
ンピック）外伝

日本人初オリンピックのマラソンランナーとして2019年大河ドラマ
の主人公にもなった文京区ゆかりの教育者「金栗四三」の学校教
員としての一面を伝える資料や、開催が決定していたが、諸事情
により幻に終わった「1940東京オリンピック」に関わる貴重な資料
を展示し、2020オリパラに向けて、文京区と近代オリンピックの歴
史との関係を伝える。

アカデミー推進課文
化資源担当室

令和２年 ― ― ― ― ― ● ― ―
令和2年3月22日まで、文京ふるさと歴史館2階
にて展示中。

文化 文化イベント
の実施

文京ふるさと歴史館　特別展 内容未定
アカデミー推進課文
化資源担当室

令和２年 ― ― ― ― ― ― ○ ― 令和2年　10月下旬～12月上旬（予定）

文化 文化イベント
の実施

重要無形文化財　宮内庁式部
職楽部　雅楽特別公演

東京2020大会に向けた文化プログラムの一環とした文化芸術事
業を実施。
日本の文化芸術に触れ、理解を深める機会の提供を目的に、重
要無形文化財である宮内庁式部職楽部による雅楽の公演を開催
する。
※「東京2020応援プログラム」に認定

（公財）文京アカデ
ミー　シビックホール

令和2年度 ― ― ― ― ― ― ○ ―

令和2年5月30日（土）大ホールにて開催を予定
したが、新型コロナウイルス感染症の影響によ
り中止。

文化 文化イベント
の実施

鼓童　ぶんきょう交流公演　特
別編
みる！きく！たたく！

東京2020大会に向けた文化プログラムの一環とした文化芸術事
業を実施。
日本文化に触れ、理解する機会を提供するため、日本の伝統芸能
である和太鼓の公演を事業提携団体と連携し、ワークショップをメ
インに開催する。
※「東京2020応援プログラム」に申請予定。

（公財）文京アカデ
ミー　シビックホール

令和2年度 ― ― ― ― ― ― ○ ―

令和2年8月１日（土）・2日（日）小ホールにて開
催。
実際に太鼓演奏を体験することができるワーク
ショップをメインにしたプログラム構成で実施。
8月1日（土）①13時開演、②15時開演、8月2日
（日）①10時開演、②13時開演の計4回公演。
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東京2020大会へ向けた主な取組状況調査票（継続事業及び新規事業）  （R2.12月調査）

●･･･実施済み　〇･･･実施中または実施予定　―･･･実施なし　空欄･･･未定

参考

新型コロナウィルス感染
寛大防止により中止

令和元年度 取組状況
（令和２年2月調査）

令和3年度以降取組予定
（令和2年12月15日現在）

H28カテゴリー 取組項目 所管課 実施期間 H26 H27取組・事業例
令和2年度取組状況

（令和2年12月15日現在）
R2事業概要 H29 H30 R1 R3～

文化 文化イベント
の実施

文京アカデミア講座(聖火リ
レーの歴史)の実施

「聖火リレーの歴史」と題し、聖火の意味、近代オリンピックへの導
入、日本での聖火リレーを振り返りつつ、2020年の聖火リレーを展
望する文京アカデミア講座を実施する。

アカデミー文京 令和元年 ― ― ― ― ― ● ― ― 令和元年度　単年度の講座(10月～11月・3回)

文化 令和３年度文京区企画展「東
京２０２０～文京でオリンピッ
ク・パラリンピックを応援しよ
う！！～展」

　来年実施される東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会へ
の関心を一層高めるため、区にゆかりのある競技団体やその
ミュージアムの協力によりオリンピック・パラリンピックに関連した展
示や講演会等を実施し、東京2020大会とともに、区内に様々な文
化資源があることを広く周知する。

アカデミー推進課 令和3年 ― ― ― ― ― ― ― ●

文京ミューズネット加盟館の講道館・日本サッ
カーミュージアム・野球殿堂博物館の３館の協
力のもと、各種目の歴史や2020大会の見所を
パネルで紹介し、１９６４年の東京オリンピック
等で獲得した金メダルやユニホーム等を公開
する。また、付帯事業としてオリンピック・パラリ
ンピックに関する講演会を行う。

国際交流 国際理解の
推進

海外交流都市探検ツアー
文京区と姉妹都市等の市民の相互理解を進めると共に、さらなる
交流の発展を目指すため、区民を対象とした海外交流都市を訪問
するツアーを実施する。

アカデミー推進課
平成28年度
～平成29年度

― ― ● ● ― ― ― ―

国際交流 国際理解の
推進

ドイツ・カイザースラウテルン市
姉妹都市提携30周年記念事
業

ドイツ・カイザースラウテルン市とは平成30年で姉妹都市提携30周
年の節目となるため、それを記念してカイザースラウテルン姉妹都
市交流周年事業を関係各課と連携して実施する。

アカデミー推進課
平成29年度～平
成30年度

― ― ― ● ● ― ― ―

国際交流 ホストタウン

ホストタウンの推進 ドイツと相手国としたホストタウン交流計画を進めていく。
スポーツ振興課
＜オリパラ＞

平成29年度～ ― ― ― ● ● ○ ▲ ○ ○

・令和3年1月頃、ホストタウン事後交流イベント
を開催予定→大会延期により中止。
・令和3年1月から2月にかけて、日本国内のド
イツホストタウン自治体と連携し、ホームページ
の作成、印刷物の発行を行う。印刷物は区内
飲食店、郵便局等に設置する。

・ドイツホストタウン自治体の横連携企画や大
会後のイベントを検討中。

・平成31年4月9日から4月11日まで文京区・
ドイツ連邦共和国大使館ホストタウン文化
交流イベントとしてドイツ人アーティスト
「TAPE THAT」を招き、展示会及び記念式
典を実施した。
・東京・ベルリン友好都市提携25周年を記念
し、日独MANGAコンクールを開催した。受賞
作品には、文京シビックセンター区民ひろば
にて令和2年1月16日に授賞式が行われ、
同年1月19日まで展示された。

国際交流 ホストタウン

ＪＥＴプログラムを活用したＣＩＲ
の導入

ドイツホストタウンの取組を進めるために、総務省・外務省・文部科
学省が主催するＪＥＴプログラムのうち、国際交流員（ＣＩＲ）を導入
し、現地とのパイプ役とするとともに、区民や職員にとってもっとも
身近な国際交流の機会を創出し、東京2020オリンピック・パラリン
ピック競技大会を契機とした国際社会の実現の一助とする。

スポーツ振興課 平成30年度～ ― ― ― ― ● ● ― ―

・日本語、英語、ドイツ語で書かれた競技紹
介冊子が完成し、まつり等気運醸成事業に
て配布を行った。
・文の京再発見！with 国際交流員 ～ドイツ
の言葉と文化に触れる～の企画を担当し、
講師との内容調整、広報活動を行った。
・令和元年8月19日から8月25日に実施され
たカイザースラウテルン公式訪問団派遣及
びドイツホストタウン区民ツアーに企画段階
から業務にあたり、ツアーの内容充実を図っ
た。実施期間中は通訳として随行し、区長、
議長、区民の国際交流をサポートした。

国際交流 ホストタウン

ドイツ料理の日＜給食＞

ホストタウンであるドイツについて、食を通じて文化を体感する機
会を子どもたちに提供し、東京2020オリンピック・パラリンピックに
向けた気運醸成につなげるため、学校給食に「ドイツ料理の日」を
設ける。

学務課
幼児保育課
スポーツ振興課
＜オリパラ＞

平成30年度～ ― ― ― ― ● ● ● ○

＜幼児保育課＞
9月に区立保育園にてドイツ料理の給食を提供
した。
通年にわたり、世界の料理を取り入れている。
＜学務課＞
２学期（9月）と３学期（１月）に、全校の給食でド
イツ料理の献立を実施し、ドイツの文化につい
て紹介した「文京ホストタウン通信」を全児童生
徒に配付する。

＜幼児保育課＞
令和3年度についても、同様に計画する予定で
あり、通年にわたり、世界の料理を取り入れて
いく予定。
＜学務課＞
1学期に２回（5月、7月）、全校の給食でドイツ
料理の献立を実施し、ドイツの文化について紹
介した「文京ホストタウン通信」を全児童生徒に
配付する。

＜幼児保育課＞
9月に区立保育園にてドイツ料理の給食を
提供した。
通年にわたり、世界の料理を取り入れてい
る。
＜学務課＞
1学期は7月中旬、2学期は10月中旬、3学期
は2月下旬に、全校の給食でドイツ料理の
献立を実施した。７月25日にドイツ人のCIR
を講師に、ドイツの家庭料理の調理講習会
を学校栄養職員向けに開催し、給食献立の
検討をした。
ドイツ料理の日は毎回、献立に合わせてド
イツの文化について紹介した「文京ホストタ
ウン通信」を全児童生徒に配付した。
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東京2020大会へ向けた主な取組状況調査票（継続事業及び新規事業）  （R2.12月調査）

●･･･実施済み　〇･･･実施中または実施予定　―･･･実施なし　空欄･･･未定

参考

新型コロナウィルス感染
寛大防止により中止

令和元年度 取組状況
（令和２年2月調査）

令和3年度以降取組予定
（令和2年12月15日現在）

H28カテゴリー 取組項目 所管課 実施期間 H26 H27取組・事業例
令和2年度取組状況

（令和2年12月15日現在）
R2事業概要 H29 H30 R1 R3～

国際交流 ホストタウン

文京クリスマスマーケット2019

秋のオクトーバーフェスと並んでドイツの伝統的な行事であるクリ
スマスマーケットをテーマにしたイベントを実施する。ドイツとの国
際交流をテーマにした出展、飲食や物販の出店の他に、ステージ
を会場内に設置する。ステージではドイツからのオリンピアン・パラ
リンピアンの登壇を予定している他、日本、ドイツそれぞれの文化
を代表する音楽やダンス等のパフォーマンスを予定している。

スポーツ振興課＜オ
リパラ＞

令和元年度 ― ― ― ― ― ● ― ―

・令和元年12月13日から14日まで文京シ
ビックセンター区民ひろば及び礫川公園に
て文京クリスマスマーケット2019を開催し
た。当日はドイツからオリンピアンを招き点
灯式を行った他、区民ひろばでは東京2020
マーケティングパートナーであるコカ・コーラ
とブリヂストンのブースを出展した。礫川公
園ではドイツに因んだ文化や食が体験でき
るブースが多数出展し、両日併せて17,100
人超の来場となった。

国際交流 ホストタウン

文の京再発見！with 国際交
流員 ～ドイツの言葉と文化に
触れる～

ドイツのホストタウンとしての周知が進んだことを受けて、ドイツ人
国際交流員とともにドイツの言葉や文化を触れ学びながら、文京
区を再発見する機会を創出する。これにより、区民の身近な国際
交流を促進するとともに、東京2020オリンピック・パラリンピック競
技大会に向けた更なる気運醸成を図る。

スポーツ振興課＜オ
リパラ＞

令和元年～ ― ● ○ ○
・令和2年9月よりドイツ語会話講座、ドイツ文
化講座を実施し、ホストタウンの相手国である
ドイツに関する知識を深める場を提供した。

・引き続き、ドイツ語会話講座、ドイツ文化講座
を実施し、ホストタウンの相手国であるドイツに
関する知識を深める場を提供する。

・ドイツ語文法講座、会話講座を上半期、下
半期に実施した。
・月1回の頻度でドイツの歴史、食、文化等
を紹介するドイツ文化講座を開講した。

国際交流 ホストタウン

ドイツホストタウン区民ツアー

東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会を翌年に控え、区
のホストタウンであるドイツへの理解を深めるとともに、姉妹都市
交流及び国際理解のさらなる促進を図るため、公式訪問団の派遣
と合わせて、区民向けツアーを実施する。

アカデミー推進課 令和元年度 ― ● ― ―

・８月１９日から８月２５日までドイツホストタ
ウン区民ツアーを実施
・公式訪問団の派遣：５人
・区民参加者：１８人

国際交流 ホストタウン

日本ドイツ親善交流演奏会

東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会の文化プログラム
として、姉妹都市であるカイザースラウテルン市のあるドイツとの
交流演奏会、企画展示を実施することにより、ドイツホストタウンの
取組みを推進するとともに、区民に音楽を通じて国際交流の活性
化を図る。

アカデミー推進課 令和元年度 ― ● ― ―

・ドイツ親善交流演奏会を7月13日に実施。
・関連企画展を7月11日から13日に実施。

ホストタウン

文の京でドンドン・ドイツ語講
座、ドイツ文化講座

ドイツ人職員やドイツ関連団体の方を講師とし、区民向けにドイ
ツ語やドイツ文化などを学べる講座・教室等を開設する。ドイツ語
は、文京区内の観光案内など簡単なおもてなしが可能な初級者レ
ベルで実施する。また、文化に関しては、日本とドイツを比較しな
がら、習慣、スポーツ事情等の違い、社会や時事ニュース等を興
味深く学んでいただけるよう構成する。

スポーツ振興課
(オリパラ)

令和元年～令和3
年

― ― ― ― ― ● ● ○

　ドイツ人職員やドイツ関連団体の方を講師と
し、区民向けにドイツ語やドイツ文化などを学
べる講座・教室等を開設。ドイツ語は、習熟度
別に2コースで設定し実施。また、文化に関して
は、日本とドイツを比較しながら、習慣、スポー
ツ事情等の違い、社会や時事ニュース等を興
味深く学んでいただけるよう構成。

　ドイツ人職員やドイツ関連団体の方を講師と
し、区民向けにドイツ語やドイツ文化などを学
べる講座・教室等を開設する。ドイツ語は、文
京区内の観光案内など簡単なおもてなしが可
能な初級者レベルで実施する。また、文化に関
しては、日本とドイツを比較しながら、習慣、ス
ポーツ事情等の違い、社会や時事ニュース等
を興味深く学んでいただけるよう構成する。

　ドイツ人職員やドイツ関連団体の方を講師
とし、区民向けにドイツ語やドイツ文化など
を学べる講座・教室等を開設。ドイツ語は、
文京区内の観光案内など簡単なおもてなし
が可能な初級者レベルで実施。また、文化
に関しては、日本とドイツを比較しながら、
習慣、スポーツ事情等の違い、社会や時事
ニュース等を興味深く学んでいただけるよう
構成。

観光・商業 観光促進
観光案内標識の管理（効果的
な観光施策の検討）

東京2020オリンピック・パラリンピックへ向けて、効果的な観光施
策を検討の上、新たな観光資源の創出や観光情報の発信等をは
じめとした観光施策を実施することで、国内外から観光客を誘致す
る。

アカデミー推進課
平成27年度
～令和2年度

― ● ● ● ● ○ ○ ○
残置する観光案内標識について、令和２年度
末に維持管理のための清掃を実施予定。

残置する観光案内標識について、令和３年度
末に維持管理のための清掃を実施予定。

残置する観光案内標識について、令和元年
度末に維持管理のための清掃を実施予定。

観光・商業 観光促進

観光案内標識の板面更新

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会へ向けて、効果的
な観光施策を検討の上、新たな観光資源の創出や観光情報の発
信等をはじめとした観光施策を実施することで、国内外から観光客
を誘致する。

アカデミー推進課 平成28年度 ― ― ● ― ― ― ― ―

観光・商業 観光促進

新江戸川公園周辺地域の魅
力創出事業

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会へ向けて、効果的
な観光施策を検討の上、新たな観光資源の創出や観光情報の発
信等をはじめとした観光施策を実施することで、国内外から観光客
を誘致する。

アカデミー推進課
平成27年度
～平成28年度

― ● ● ― ― ― ― ―

観光・商業 観光促進

文の京の観光促進タウンガイ
ドミーティング

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会へ向けて、効果的
な観光施策を検討の上、新たな観光資源の創出や観光情報の発
信等をはじめとした観光施策を実施することで、国内外から観光客
を誘致する。

アカデミー推進課
平成26年度
～平成27年度

● ● ― ― ― ― ― ―
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東京2020大会へ向けた主な取組状況調査票（継続事業及び新規事業）  （R2.12月調査）

●･･･実施済み　〇･･･実施中または実施予定　―･･･実施なし　空欄･･･未定

参考

新型コロナウィルス感染
寛大防止により中止

令和元年度 取組状況
（令和２年2月調査）

令和3年度以降取組予定
（令和2年12月15日現在）

H28カテゴリー 取組項目 所管課 実施期間 H26 H27取組・事業例
令和2年度取組状況

（令和2年12月15日現在）
R2事業概要 H29 H30 R1 R3～

観光・商業 観光促進

展望ラウンジ観光拠点化事業

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会へ向けて、効果的
な観光施策を検討の上、新たな観光資源の創出や観光情報の発
信等をはじめとした観光施策を実施することで、国内外から観光客
を誘致する。

アカデミー推進課
平成28年度～平
成29年度

― ― ● ● ― ― ― ―

観光・商業 観光促進

展望ラウンジ超観光拠点化事
業

年間30万人が訪れるシビックセンター25階展望ラウンジを活用し
て、観光スポットとしてのプレゼンスを向上させることを目的とする
飲食イベントや各種交流イベント等を引き続き実施するとともに、
観光インフォメーション機能の一層の拡充を図る。
平成28年度新規重点施策、平成30年度重点施策（レベルアップ）

アカデミー推進課 平成30年度～ ― ― ― ― ● ○ ▲ ○

（１） 展望ラウンジを会場とする飲食イベント
「Sky View Lounge BAR」は、新型コロナウイル
ス感染症の影響により開催中止。
（２）１階観光インフォメーションと連携した観光
情報の発信（観光協会職員・観光ボランティア
ガイドによる観光インフォメーション）は、新型コ
ロナウイルス感染症の影響により中止。

検討中

（１） 展望ラウンジを会場とする飲食イベント
「Sky View Lounge BAR」を令和元年度5月
より月一回ペースで実施中。
（２）１階観光インフォメーションと連携した観
光情報の発信（観光協会職員・観光ボラン
ティアガイドによる観光インフォメーション）を
平成３１年１月より実施中。

観光・商業 観光促進

新たな観光ＰＲポスターの作成
及び駅貼り広告の実施

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会へ向けて、効果的
な観光施策を検討の上、新たな観光資源の創出や観光情報の発
信等をはじめとした観光施策を実施することで、国内外から観光客
を誘致する。

アカデミー推進課 平成28年度～ ― ― ● ● ● ○ ○ ○

引き続き、観光写真を用いたポスターの作成
及び各駅への掲出は、新型コロナウイルス感
染症の影響により中止。

令和3年度以降も引き続き実施予定

ポスターの作成については、使用する観光
写真を選定し、デザインのラフイメージを作
成。地下鉄駅構内での掲出については、3
月中旬の実施を目指し、入札による広告代
理店との契約をおこなった。

観光・商業 観光促進

文京区観光協会ＨＰリニューア
ルへの補助

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会へ向けて、効果的
な観光施策を検討の上、新たな観光資源の創出や観光情報の発
信等をはじめとした観光施策を実施することで、国内外から観光客
を誘致する。

アカデミー推進課 平成28年度 ― ― ● ― ― ― ― ―

観光・商業 観光促進

吾輩探訪 ～漱石が過ごした文
京・新宿を辿る～

新宿区と文京区共通の文化資源である「夏目漱石」をテーマとした
観光イベントを行うことにより、両区の観光客の周遊を促進すると
ともに、2020年に向けた観光面における隣接区との連携体制を強
化する。

アカデミー推進課 平成29年度 ― ― ― ● ― ― ― ―

観光・商業 観光促進

文京区デジタルジャーニー
文京シビックセンター２５階展望ラウンジをはじめとする、区内の観
光スポット等で楽しむことができるＡＲ（拡張現実）等を活用した多
言語観光アプリケーションを制作し、区の魅力を発信する。

アカデミー推進課 平成29年度～ ― ― ― ● ● ○ ○ ○ 観光アプリ「旅道」に掲載している静止画の編
集及びQRコードの発行を行った。

アプリケーション内のAR機能終了に伴い、事
業終了予定。

ARアプリケーションコンテンツの維持管理及
び保守を行った。

観光・商業 観光促進

サブカルチャーによる観光資
源の魅力発信

　漫画やアニメーション等のいわゆるサブカルチャーとの連携を進
め、人気コンテンツを活用して文京区の観光資源の魅力を従来と
違った側面から発信する。

アカデミー推進課 平成29年度 ― ― ― ● ― ― ― ―
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東京2020大会へ向けた主な取組状況調査票（継続事業及び新規事業）  （R2.12月調査）

●･･･実施済み　〇･･･実施中または実施予定　―･･･実施なし　空欄･･･未定

参考

新型コロナウィルス感染
寛大防止により中止

令和元年度 取組状況
（令和２年2月調査）

令和3年度以降取組予定
（令和2年12月15日現在）

H28カテゴリー 取組項目 所管課 実施期間 H26 H27取組・事業例
令和2年度取組状況

（令和2年12月15日現在）
R2事業概要 H29 H30 R1 R3～

観光・商業 観光促進

インバウンド歓迎戦略2018 ～
外国人まるごとおもてなしプラ
ン～

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向けて、急増する
外国人観光客を文京区へ戦略的に迎え入れるため、区有施設等
を拠点に、観光案内及び日本文化が体験できるイベント等を定期
的に実施する。また、観光ガイドボランティアの育成や効果的な情
報発信、隣接区との連携事業などを展開することにより、外国人観
光客の受け入れ環境を整備する。

アカデミー推進課 平成30年度～ ― ― ― ― ● ○ ▲ ○ ―

【配電盤ラッピング】
観光スポット付近の配電地上機器に、多言語の観光案
内をラッピングし、まちあるきを促す。
以下の取組は、新型コロナウイルス感染症のため、中
止。【Ⅰ ナイトライフ観光事業の開催】
　区内の寺社・庭園等の観光スポットにおいて、夜の賑
わいを演出する取組（ライトアップ等）を実施する。（区
商連等との連携）
【Ⅱ インバウンド向け情報発信】
⑴　多くの外国人観光客に読まれている無料の情報誌
に、区内の観光スポットを掲載し、外国人観光客の来訪
につなげる。
【Ⅲ 文の京まちなか観光案内人】
ボランティア及び区内大学生等が、休日・まつり開催時
などを中心に区内エリアを巡回し、周辺の案内やオスス
メの観光スポット等を紹介する。また、外国人住民等に
よる母国語での観光案内を実施する。
【Ⅳ 日本文化体験三昧】
　日本文化に触れられる機会を提供するため、茶道・書
道、折り紙、あめ細工等の日本文化が体験できるイベ
ントを、外国人観光客の多い庭園やまつり会場等で実
施する。
【Ⅴ 2020文京区伝統工芸展】※単年度事業
文京区伝統工芸会による伝統工芸品の展示、製作実
演、販売を行うイベントを開催し、国内外の観光客を中
心に優れた作品や技術を紹介する。
会場：ホテル椿山荘東京2020大会アートギャラリー
日程：2020年5月23日（土）～29日（金）

新型コロナウイルス感染症の影響により、訪日
外国人の入国が制限されている現状を鑑み、
令和3年度については事業を休止する。

・文の京まちなか観光案内人
観光ガイドボランティア、外国人おもてなし
語学ボランティア、大学生等が三人一組と
なり、土曜日と日曜日に、根津・千駄木地域
を巡回し、周辺の案内やおすすめの観光ス
ポット等を紹介した。外国語による対応を可
能とするために、翻訳タブレット等を携帯し
て活動を行った
・日本文化体験三昧
折り紙やあめ細工等の日本文化が体験で
きるイベントを開催した。

観光・商業 観光促進

特別公開講座「いだてん金栗
四三、文京を走る」

NHK大河ドラマ「いだてん～東京オリムピック噺～」の放映開始に
合わせ、ドラマ監修に携わった講師による、文京区に所縁のある
金栗四三の素顔に迫る講演会を実施する（平成31年3月7日実施
予定）。

（公財）文京アカデ
ミー　アカデミー文京

平成30年度 ○ ― ― ―

観光・商業 観光促進

講演会「大河ドラマ『いだてん』
制作の舞台裏」

2019年NHK大河ドラマ「いだてん～東京オリムピック噺～」が放映
されるにあたり、文京区にゆかりがあるとともに、日本人初のオリ
ンピック選手である金栗四三や大河ドラマ制作についての講演会
を実施する（平成31年2月9日実施）。

アカデミー推進課 平成30年度 ○ ― ― ― 実施無し

観光・商業 観光促進

大河ドラマ「いだてん」パネル
展

講演会に合わせ、大河ドラマの広報パネルや登場人物の等身大
パネルを展示する（平成31年2月9日～15日）。

アカデミー推進課 平成30年度 ○ ― ― ― 実施なし

観光・商業 観光促進

大河ドラマ「いだてん」スタンプ
ラリー

文京区観光アプリを活用して、金栗四三らに関連するスポットを巡るスタ
ンプラリーを実施する（平成31年１月23日～5月17日）。

アカデミー推進課 平成30年度～ ○ ○ ― ―

令和元年5月17日（金）まで実施
アプリでの参加者：1,035人（うちクリア人数：
802人）　※クリア率≒77%
景品交換人数：945人　※アプリ参加者＋写
真等の参加者

観光・商業 観光促進

大河ドラマ「いだてん」企画展

区内関係団体や区民等から情報を収集し、ドラマの登場人物、1964年
の東京オリンピック等にまつわる品々及びエピソード等を企画展で展示
するほか、その内容を区ホームページ、ＳＮＳ等で発信する。ギャラリー
シビック（平成31年3月23日～28日）、ふるさと歴史館（平成31年4月13日
～5月12日）。

アカデミー推進課 平成30年度～ ○ ○ ○ ―

文京ふるさと歴史館にて実施
開催期間：平成31年4月13日（土）から令和
元年5月12日（日）までの26日間（期間中休
館日4日除く）
開館時間：10時から17時まで
来場者数：2,210人（前年度同時期入館者数
972人

観光・商業 観光促進

大河ドラマ「いだてん」フラッグ

大河ドラマ「いだてん～東京オリムピック噺～」が放映されるにあた
り、日本人初のオリンピック選手である金栗四三や、その際に使用
していたハリマヤ足袋が、区にゆかりがあることをデザインしたフ
ラッグを、区内商店会等の街路灯に掲出する。

アカデミー推進課 平成30年度 ○ ― ― ― ―
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東京2020大会へ向けた主な取組状況調査票（継続事業及び新規事業）  （R2.12月調査）

●･･･実施済み　〇･･･実施中または実施予定　―･･･実施なし　空欄･･･未定

参考

新型コロナウィルス感染
寛大防止により中止

令和元年度 取組状況
（令和２年2月調査）

令和3年度以降取組予定
（令和2年12月15日現在）

H28カテゴリー 取組項目 所管課 実施期間 H26 H27取組・事業例
令和2年度取組状況

（令和2年12月15日現在）
R2事業概要 H29 H30 R1 R3～

観光・商業 観光促進 ナイトライフ観光事業 東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の開催により、更に
増加が見込まれる観光客を誘致するため、区内の観光スポットに
おける夜の賑わいを創出することを目的に、ライトアップ等を実施
する。 アカデミー推進課観

光担当
令和２年 ― ― ― ― ― ― ▲ ― ―

区内の寺社・庭園等の観光スポットにおける夜
の賑わいを創出することを目的に、花の五大ま
つり会場などでライトアップ等を実施する。
→中止

インバウンド需要を見込んだ事業であるが、新
型コロナウイルス感染症の影響により、訪日外
国人の入国が制限されている現状を鑑み、令
和3年度については事業を休止する。

観光・商業 観光促進

２０２０文京区伝統工芸展

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向けて国内外の
観光客が増加していることを背景に、国内外の観光客が多く宿泊
する区内ホテルにおいて、伝統工芸イベントを開催することによ
り、文京区の伝統工芸の魅力を国内外に広く発信し、観光客の増
加と産業の活性化を図る。

経済課 令和2年 ― ― ― ― ― ― ▲ ― ― 新型コロナウィルス感染拡大防止により中止 実施予定なし

観光・商業 商業振興

観光業界との協力 アカデミー推進課 平成27年度 ― ● ― ― ― ― ― ―

観光・商業 商業振興

ウェルカム商店街
飲食店等外国人対応の検討
(ハラール対応等）

東京2020オリンピック・パラリンピックへ向けて、訪日外国人旅行
者や外国人居住者に対応できるよう商店街の外国人対応力を強
化するために、セミナーや販促ツール等の支援等を行う。

経済課
平成26年度
～令和2年度

● ● ● ● ● ○ ○ ―

新型コロナウイルス感染症の影響により、セミ
ナー内容を外国人観光客等の購買環境の向
上に向けたものから、宅配事業や非接触販売
などの内容に変更して開催する。（オンライン
開催）

・ZOOMの活用方法と宅配事業の活用セミナー
2回
・IOT技術を活用した非接触型販売セミナー 2
回
・宅配及びテイクアウトのポイント　1回
・ECサイトの始め方　1回

引き続き新型コロナウイルス感染症の影響下
において、今後商店に役立つ内容でセミナーを
実施する。
（※外国人受け入れのための多言語化対応な
どの内容ではなくなるため、令和3年度の実施
はなしとしています。）

外国人旅行者等に対応できるよう、商店街
の外国人対応力強化の支援を実施した。
・補助金交付決定1件
・令和元年9月 区内商店向けに外国人おも
てなしセミナーを開催
・令和元年8月 キャッシュレス決済セミナー
を2回開催

観光・商業 商業振興

商店街エリアプロデュース事業
東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会へ向けた地域活性
化のため、商店街に対する専門プロデューサーを配備し、商圏分
析や商店街における活動指針策定等の支援を行う。

経済課
平成28年度
～令和2年度

― ― ● ● ● ● ○ ○

重点エリア及び区商連、その他重点エリア以
外の商店街に対し、商店街専門プロデュー
サーを配備し、商店街における活動等支援を
実施した。
・重点エリア：根津・湯島エリア、白山下商店
会、本郷エリア（本郷二・三丁目商店会、本郷
四・五丁目商店会）
・重点エリア以外の商店街：福徳会、伝通院前
通り三盛会、区商連

重点エリア及び区商連、その他重点エリア以
外の商店街に対し、商店街専門プロデュー
サーを配備し、商店街における活動等の支援
を実施する。

重点エリア及び区商連、その他重点エリア
以外の商店街に対し、商店街専門プロ
デューサーを配備し、商店街における活動
等支援を実施した。
・重点エリア：白梅商店会、白山下商店会、
本郷エリア（本郷二・三丁目商店会、本郷
四・五丁目商店会）
・重点エリア以外の商店街：根津エリア（八
重垣謝恩会、根津銀座通り商睦会、根津宮
永商盛会）、小石川エリア（福徳会、伝通院
前通り三盛会、茗荷谷五協会）、区商連

観光・商業 商業振興

商店街Ｗｉ-Ｆｉ環境の整備

区内商店がＷｉ-Ｆｉを整備する際の費用の一部を助成し、商店会の
Ｗｉ-Ｆｉ環境を整備し、訪日外国人観光客等にSNS環境を整え利便
性を向上させ、インバウンドの取り込みを図る。また、商店に
Bunkyo Free Wi-Fi電波を受信させることにより、区内のWi-Fi環境
安定化の一助とする。

経済課 平成29年度～ ― ― ― ● ● ○ ― ― 実施なし 実施なし

外国人旅行者等がSNS環境を区内商店等
で利用できるように、Wi-Fi環境整備に要す
る経費の一部を補助する。
・補助金交付決定2件

観光・商業 商業振興

「来て見て体験」文京の伝統工
芸

東京２０２０大会に向け、ものづくりに関心のある区民や国内外観
光客の集客と、伝統工芸会の活性化を目的として、エリアプロ
デュース事業や観光事業と連携して伝統工芸イベントを実施する。

経済課 平成29年度～ ― ― ― ● ● ○ ○ ○

令和2年度は、新型コロナウイルス感染拡大防
止の観点から、これまで伝統工芸イベントは中
止となっているが、令和3年3月13日（土）・14日
（日）にオンライン型に切り替え、実施予定。

不忍通りふれあい館で「来て見て体験」文京の
伝統工芸イベントを毎月2日間で全12回開催す
る。

区民や国内外観光客の集客と伝統工芸の
魅力発信を目的として、不忍通りふれあい
館で「来て見て体験」文京の伝統工芸イベン
トを毎月2日間で開催した。
・第25回～35回（4月～2月）開催済

観光・商業 商業振興

下町の魅力発信事業

下町エリアを訪れた観光客に買物しやすい情報をマップ形式で提
供し、商店で働く区民と観光客のコミュニケーションの一助にすると
ともに、国内外の観光客の消費を喚起し、商店街を活性化させる。
(根津エリア)

経済課 平成29年度 ― ― ― ● ― ― ― ―

観光・商業 商業振興

商店街HPの多言語化事業

商店街で観光客向けに行う体験型のイベント（例えば、折り紙体
験、日本茶の入れ方など）やおすすめ商品等を掲載する等、商店
街がＨＰの内容を充実させるとともに、英語版も作成する。エリアプ
ロデュース事業と連携して実施することで、民間事業者の情報発
信力を活用しながら、インバウンドの取り込みや国内観光客の集
客増を図り、商店街を活性化させる。(白山上向丘エリア)

経済課 平成29年度 ― ― ― ● ― ― ― ―

10



東京2020大会へ向けた主な取組状況調査票（継続事業及び新規事業）  （R2.12月調査）

●･･･実施済み　〇･･･実施中または実施予定　―･･･実施なし　空欄･･･未定

参考

新型コロナウィルス感染
寛大防止により中止

令和元年度 取組状況
（令和２年2月調査）

令和3年度以降取組予定
（令和2年12月15日現在）

H28カテゴリー 取組項目 所管課 実施期間 H26 H27取組・事業例
令和2年度取組状況

（令和2年12月15日現在）
R2事業概要 H29 H30 R1 R3～

観光・商業 商業振興

商店街おもてなし情報発信事
業

江戸川橋地区のエリアプロデュース事業と連携し、多言語対応の
おもてなし冊子を製作してPRを進めることで国内外観光客の取り
込みにより商店街の活性化を図る。

経済課
平成29年度
～平成30年度

― ― ― ● ● ― ― ―

観光・商業 商業振興 東京2020ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ
競技大会記念「レガシー創出
補助金」

東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を記念し、
文化、観光、交流等で地域の魅力を一層高め、大会終了後も地域
活性化につながる取組に要する費用を助成することにより、大会
終了後のレガシーにつなげる。 アカデミー推進課 令和2年 ― ― ― ― ― ― ○ ○

文京花の五大まつり各実行委員会、朝顔・ほ
おずき市実行委員会、根津・汐見地区合同事
業実行委員会が行う事業に対し、上限２００万
円の補助金を助成する。

文京花の五大まつり各実行委員会、朝顔・ほ
おずき市実行委員会、根津・汐見地区合同事
業実行委員会が行う事業に対し、上限２０0万
円の補助金を助成する。

観光・商業 文京区まつり復興事業 令和2年度に中止となった文京花の五大まつり等の復興及び感染
症対策等の取組み並びに東京2020オリンピック・パラリンピック競
技大会終了後の地域活性化につなげるため、（仮称）文京区まつ
り復興補助金を新設する。 アカデミー推進課 令和3年度 ― ― ― ― ― ― ― ○

文京花の五大まつり各実行委員会、朝顔・ほ
おずき市実行委員会及び根津・汐見地区合同
事業実行委員会が行う事業に対し、本補助金
を通じ支援を行う。

おもてなし ボランティア
の養成

おもてなし隊の育成（語学ボラ
ンティア）

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を見据え、
在住外国人や外国人観光客が、より区の魅力や、おもてなしを感
じられるよう、区民等を対象とした外国人おもてなしスキルレベル
アップ事業及びおもてなし英会話講座を実施し、語学ボランティア
の育成を行う。

アカデミー推進課
（公財）文京アカデ
ミー　アカデミー文京

平成27年度～ ― ● ● ● ● ● ● ―

・東京都連携の「外国人おもてなし語学ボラン
ティア」育成講座が、令和元年度で終了するた
め、令和２年度は、文京区単独で外国人おもて
なし講座を３回実施予定
・「日本語でおもてなしレベルアップ交流会」 は
例年通り冬頃実施予定

【文京アカデミー】
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中
止

―

・東京都連携の「外国人おもてなし語学ボラ
ンティア」育成講座を６、７、９、１２月に計４
回実施（３月にも実施予定）
・「日本語でおもてなしレベルアップ交流会」
を２月に実施

【文京アカデミー】
区民（在勤・在学を含む）を対象とした語学
ボランティア育成事業を区内大学及び民間
教育機関と連携して実施。
・外国人おもてなし英会話講座［（5講座・各8
回／中央大学・跡見学園女子大学・お茶の
水女子大学・東洋大学、東洋学園大学］

おもてなし ボランティア
の養成

「文京バックアッパーズ」～大
学生ボランティアのススメ～

区内在住在学の大学生等に対してO2O（オンラインtoオフライン）
の手法を活用したボランティア活動への参加を促す仕組みを構築
する。ボランティアへの興味関心を高め、実際に活動する人材を多
く生み出すことに加え、これまで行政とつながりにくかった大学生と
のコミュニケーション手段を獲得する。

アカデミー推進課 平成29年度～ ― ― ― ● ● ● ― ―

①区内で活動する学生を新たに3名紹介。
②ボランティア募集情報を掲載。
③お茶の水女子大学の学生によるおもてな
し体験
④日本薬科大学の学生と地域課題につい
て議論
⑤バックアップラボの記事を2件掲載

おもてなし ボランティア
の養成

スポーツボランティアの育成

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向けて、より一層
区のスポーツ・レクリエーションの振興を推進するため、「支えるス
ポーツ」として、地域のスポーツイベント等を支援する文京スポーツ
ボランティア事業を行う。

スポーツ振興課 平成27年度～ ― ● ● ● ● ● ○ ○

新型コロナウイルス感染症感染拡大や緊急事
態宣言が発令されたことに伴い、ボランティア
従事が可能な事業が中止となったので、派遣
していない。
また、上記により2回予定していた養成講座の
うち、1回は実施していない。

令和3年度以降も継続して実施する予定。

44事業延べ308人にボランティア機会を提供
した。
①5月に「応急救護訓練」をテーマに養成講
座を実施。
②10月に「車いすバスケットボール」をテー
マに体験会・養成講座を実施
③10月に「パラスポーツ中間試験」をテーマ
に恵テスト形式の養成講座を実施
④1月に「ダブルダッチ」をテーマに体験会・
養成講座を実施

おもてなし 多言語対応

多言語化サポート事業
外国人住民の利便性を高めるため、申請書の見本や、事業概要
の多言語化を行うほか、国際的な公的機関等とのやり取りの支援
するための翻訳を行う。

アカデミー推進課 平成27年度～ ― ● ● ● ● ● ○ ○
全庁に調査をかけ、９課から20文書の翻訳希
望があり、順次翻訳を実施している。

令和３年度以降も引き続き実施予定
・全庁に調査をかけ、８課１６文書の翻訳を
実施した

おもてなし 多言語対応

文京ミューズネットマップ　英語
版の発行

文京ミューズネット加入施設（区内の美術館・博物館・庭園）の基
本情報等を掲載した、街歩き用のマップの発行。区内外に幅広く
配布し、ミューズネットの効果的な周知を図っている。
東京2020大会開催による外国人観光客の増加を見据えて、今年
度から新たに英語版を作成する。

アカデミー推進課 平成28年度～ ― ― ● ● ● ● ○ ○
令和2年度以降も引き続き発行予定（令和2年
度は5,000部発行予定）

令和3年度以降も引き続き発行予定（令和3年
度は5,000部発行予定）

文京ミューズネットマップ英語版は5,000部
から7,000部に増刷して発行。

おもてなし 多言語対応

森鷗外記念館解説の多言語
化

森鷗外記念館の展示室にて、森鷗外の生涯・活動を紹介するコー
ナーにおける、解説バナー11本の多言語化を行う。

アカデミー推進課 平成28年度 ― ― ● ― ― ― ― ―
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東京2020大会へ向けた主な取組状況調査票（継続事業及び新規事業）  （R2.12月調査）

●･･･実施済み　〇･･･実施中または実施予定　―･･･実施なし　空欄･･･未定

参考

新型コロナウィルス感染
寛大防止により中止

令和元年度 取組状況
（令和２年2月調査）

令和3年度以降取組予定
（令和2年12月15日現在）

H28カテゴリー 取組項目 所管課 実施期間 H26 H27取組・事業例
令和2年度取組状況

（令和2年12月15日現在）
R2事業概要 H29 H30 R1 R3～

おもてなし 多言語対応

庁内留学inBUNKYO

東京2020オリンピック・パラリピック開催に向けて、外国からの来訪
者に対し、おもてなしの心で積極的に案内できるよう、外国人講師
による英会話研修を実施する。また、TOEICの受験を研修に盛り
込み、TOEIC600点以上の取得者及び既存で英会話可能な職員を
English Navigatorとして認定し、外国人来庁者に対し、積極的な声
掛けをしてもらう。

職員課 平成27年度～ ― ● ● ● ● ● ○ ○

区職員に対する英会話研修の実施
・グループレッスン、マンツーマンレッスン+CD
教材による自習
【後期】令和2年9月～11月（受講者12名）
※前期は新型コロナウイルスの影響により中
止。

区職員に対する英会話研修の実施
・グループレッスン、マンツーマンレッスン+CD
教材による自習
【前期】定員２０名
※令和2年度終了予定の事業だったが、東京
2020大会の実施延期により、あわせて前期分
まで実施を延期する。

区職員に対する英会話研修の実施
・グループレッスン、マンツーマンレッスン
+CD教材による自習
【前期】令和元年5月～8月（受講者17名）
【後期】令和元年9月～12月（受講者20名）

おもてなし 多言語対応

文京アカデミア講座（異文化理
解）の実施

異なる文化的背景を持つ人とコミュニケーションをとる際に、文化・
社会・言語・思考などの違いがどのような影響を与えているかにつ
いて、必要な知識と考え方を学ぶ講座を実施する。

（公財）文京アカデ
ミー　アカデミー文京

平成29年度～ ― ― ― ― ● ● ○

【文京アカデミー】
生涯学習支援者・区民・大学・民間教育機関等
と連携し、文京アカデミア講座を実施。
・言語学から見る英語・日本語（9月～11月・4
回）
・モンゴルの歴史と文化（1月～2月・4回）

生涯学習支援者・区民・大学・民間教育機
関等と連携し、文京アカデミア講座を実施。
・”世界諸英語”から見た異文化間コミュニ
ケーション（5月～6月・6回）
・もっと知ろう！中国のこと（5月～6月・5回）
・異文化としてのドイツ（11月～12月・5回）

おもてなし 多言語対応 2019文京区へようこそ（外国語
版生活便利帳）作成

外国人住民向けに、区の窓口案内を記載した便利帳の英語・中国
語・韓国語翻訳を日本語と合わせて掲載した。 広報課＜広報＞

平成7年～
（2～3年間隔で改
訂）

― ― ― ● ― ● ― ―
令和元年度に改訂し、令和2年度は実施予定
なし。

令和元年度に改訂し、令和3年度は実施予定なし。

おもてなし 多言語対応 区報ぶんきょうの多言語対応
アプリ配信

区報ぶんきょうを多言語対応アプリ「カタログポケット」で配信して
いる。区報の読み上げが出来るほか、英語・中国語等10言語に対
応している。 広報課＜広報＞ 令和元年～ ― ― ― ― ― ● ○ ○

区報を多言語化するため、令和元年度に導
入。2年度も引き続き、アプリを活用して区報等
を配信予定。

区報を多言語化するため、令和元年度に導
入。3年度も引き続き、アプリを活用して区報等
を配信予定。

おもてなし 多言語対応 区民参加型文京区公式PR動
画の字幕翻訳版（英語・中国
語・韓国語）の制作

広報課＜広報＞ 令和元年 ― ― ― ― ― ● ― ―

平成３０年度に制作した「区民参加型文京
区公式PR動画」について外国語（英語・中
国語・韓国語）のテロップ等を加えた編集を
行い、当該外国語を母国語とする人が見た
ときに十分内容を理解できる番組を制作す
ることで、国内外へ文京区の魅力を発信す
る。

おもてなし 心のバリア
フリーの推
進

ふれあいの集い

「障害者週間（１２／３～９）」記念として、区民が障害者への理解と
認識を深めるとともに、行事を通して障害者･児との交流の場とす
るために実施する。
その一環として、パラリンピック関連種目「ボッチャ」の体験コー
ナーを設ける。

障害福祉課 平成26年度～ ● ● ● ● ● ● ● ○

「障害者週間（12／3～9）」に合わせて、「ふれ
あいの集い」をR2/12/5～12/7開催。「スポー
ツ車いす」「ボッチャ」の体験コーナーは新型コ
ロナウィルス感染拡大防止の観点より中止。

「障害者週間（12／3～9）」に合わせて、「ふれ
あいの集い」をR3/12/4～12/6開催予定。「ス
ポーツ車いす」「ボッチャ」の体験コーナーを実
施予定。

「障害者週間（12／3～9）」に合わせて、「ふ
れあいの集い」をR1/12/7～12/9開催。「ス
ポーツ車いす」「ボッチャ」の体験コーナーを
実施。

おもてなし 心のバリア
フリーの推
進 “ホストタウンから広める「心の

バリアフリー」シンポジウム”の
開催

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会を契機とした「ユニ
バーサルデザイン2020行動計画」における共生社会の実現に向
けた取組として開催された同シンポジウムを共催し、心のバリアフ
リーを推進を図る。

障害福祉課 平成30年度 ●

教育・子ど
も

体力・言語
力の向上

健康・体力増進事業
お茶の水女子大学・順天堂大学、都立駒込病院と学校・園、家庭
との連携を図り、幼児・児童の健康増進及び体力向上を図る。

教育センター 平成27年度～ ― ● ● ● ● ● ○ ○

・全小学校で体力向上推進プランの作成とプラ
ンに基づくＰＤＣＡ
・希望する小学校に体力向上アドバイザーを各
校1回派遣
・全小学校に体力アップトレーナーの週１日配
置
・体力向上実践報告会を開催予定
・体力向上イベントを2回開催
・健康教室を3回開催予定（1/23、2/13、2/20）
・がん教育のための専門医派遣 （小・中学校）
・幼児の体力向上動画制作

・全小学校で体力向上推進プランの作成とプラ
ンに基づくＰＤＣＡ
・全小学校に体力向上アドバイザーを各校1回
派遣
・全小学校に体力アップトレーナーの週１日配
置
・体力向上実践報告会の開催
・体力アップ啓発資料の作成
・体力向上イベントを3回開催
・健康教室を3回開催
・がん教育のための専門医派遣 （小・中学校）
・全幼稚園にプレイサポーター派遣
・全幼稚園でコオーディネ－ショントレーニング
の実施
・中学校3校にテクニカルトレーナー派遣

・全小学校で体力向上推進プランの作成と
プランに基
　づくＰＤＣＡ
・全小学校に体力向上アドバイザーを各校1
回派遣
・全小学校に体力アップトレーナーの週１日
配置
・順天堂大学との連携により、BUNKYO2020
サーキッ
　トトレーニングの考案
・体力向上イベントを2回開催
・健康教室を3回開催（1/18・1/25・2/1）
・がん教育のための専門医派遣 (小学校13
校・中学
　校5校派遣）
・がん教育教員対象講習会の開催（8/27）
・体力向上実践報告会の開催(2/25)
・全幼稚園で体力調査実施
・ウォーキングコースとマップの作成（幼稚
園4園）
・全幼稚園に体力向上アドバイザーを各園1
回派遣
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東京2020大会へ向けた主な取組状況調査票（継続事業及び新規事業）  （R2.12月調査）

●･･･実施済み　〇･･･実施中または実施予定　―･･･実施なし　空欄･･･未定

参考

新型コロナウィルス感染
寛大防止により中止

令和元年度 取組状況
（令和２年2月調査）

令和3年度以降取組予定
（令和2年12月15日現在）

H28カテゴリー 取組項目 所管課 実施期間 H26 H27取組・事業例
令和2年度取組状況

（令和2年12月15日現在）
R2事業概要 H29 H30 R1 R3～

教育・子ど
も

体力・言語
力の向上

英語力向上事業

小学校第１学年及び第２学年における「英語活動の教材開発」を
行い、計画的かつ継続的な指導を実現するとともに、中・高学年と
の円滑な接続を図る。
中学校においては、生徒自らが学習目標を設定するとともに英語
力の現状を把握し、かつ卒業後の進路設計に生かせるよう、在学
中に実用英語技能検定（英検）５～１級を各学年で１回受検する機
会を保障し、中学校３年間で英検３級を取得させることを通して英
語学習への意欲を高め、学力向上を図る。

教育指導課
平成26年度
令和2年度

● ● ● ● ● ● ○ ○

小・中学校における外国人英語指導員（ＡＬＴ）
の配置時数の拡大を図る。ＡＬＴの長時間型の
配置を区立小学校4校で実施する。
英語の4技能を図るために、小学校6年生にＧＴ
ＥＣ－ｊｕｎｉｏｒを導入する。

・外国人英語指導員（ＡＬＴ）を小学校２０校、中
学校１０校に配置し、ＡＬＴの長時間型の配置を
区立小学校4校で継続実施する。
・英語の4技能を図るために、小学校6年生にＧ
ＴＥＣ－ｊｕｎｉｏｒを実施する。
・実用英語技能検定（英検）を、中学校１０校で
実施した。

・４月に外国人英語指導員（ＡＬＴ）を小学校
２０校、中学校１０校に配置して。小学校は、
高学年70時間、中学年35時間、低学年10時
間を年間配置した。中学校は、年間70時間
配置。
・実用英語技能検定（英検）を、中学校１０校
で２回実施した。

教育・子ど
も

体力・言語
力の向上

英語体験学習事業

体験型英語学習施設（TOKYO GLOBAL GATEWAY）にて、英語を
用いながら、様々な生活場面の疑似体験等「知識及び技能」を活
用するプログラムや、グループで議論しながら課題を解決するプロ
グラムの中から各学校が選択し体験型の授業を行う。

教育指導課 平成30年度～ ― ― ― ― ● ● ○ ○ 令和元年度と同様の予定である。 令和2年度と同様の予定である。

小学校第５学年の児童及び中学校第２学年
の生徒が、体験型英語学習施設（TOKYO
GLOBAL GATEWAY）でのプログラムに参加
した。

教育・子ど
も

オリパラの
理解

学校給食における和食文化の
継承と紹介 【再掲】

日本の伝統的な食文化である和食の良さを再認識し、次世代を担
う子供たちに継承する。そして東京2020オリンピック・パラリンピッ
ク競技大会へ向けて、世界に誇れる和食について、情報発信でき
る子供を育成する。

学務課
平成28年度
令和2年度

― ― ● ● ● ● ○ ○

【再掲】
年3回の和食の日を、毎月（年11回）に拡大し、
各校ごとに和食給食に取り組む。11月の和食
の日は、魚沼の新米と緑茶を区が購入する。

和食の日を、毎月（年11回）実施し、各校ごとに
和食給食を通じて食文化の継承に取り組む。
11月の和食の日は、魚沼の新米と緑茶を区が
購入する。

【再掲】
1学期は7月中旬、2学期は11月22日、3学期
は1月下旬に、全校の給食で和食の統一献
立を実施した。給食では日本茶を提供し、静
岡県や、茶共同組合から派遣していただい
た職員からお茶の淹れ方を学んだ学校も
あった。和食器の文化を学び、和食器で給
食を食べた学校もあった。全児童生徒にオ
リジナルの啓発リーフレットを配付した。
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東京2020大会へ向けた主な取組状況調査票（継続事業及び新規事業）  （R2.12月調査）

●･･･実施済み　〇･･･実施中または実施予定　―･･･実施なし　空欄･･･未定

参考

新型コロナウィルス感染
寛大防止により中止

令和元年度 取組状況
（令和２年2月調査）

令和3年度以降取組予定
（令和2年12月15日現在）

H28カテゴリー 取組項目 所管課 実施期間 H26 H27取組・事業例
令和2年度取組状況

（令和2年12月15日現在）
R2事業概要 H29 H30 R1 R3～

教育・子ど
も

オリパラの
理解

1日校長先生事業

オリンピック・パラリンピックで活躍したアスリートを一日校長先生と
して招へいし、児童生徒とのふれあいを通して、オリンピック・パラ
リンピック開催に向けた望ましい意識を醸成する。
①ＪＦＡ日本サッカー協会に委託し、ＪＦＡから派遣されたオリンピッ
ク・パラリンピックなどの国際大会で活躍したアスリート
②各校が予算内で選定したアスリート

教育指導課
平成27年度
令和2年度

― ● ● ● ● ● ○ ― 令和2年度は、小学校3校が実施予定である。
令和2年度までの事業のため、令和3年度の予
定なし。

令和元年度も小中学校12校で実施した。

教育・子ど
も

オリパラの
理解

オリンピック・パラリンピック教
育推進校

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会開催を踏まえ、幼
児・児童・生徒が、スポーツにより心身の調和的な発達を遂げ、オ
リンピック・パラリンピックの歴史・意義や国際親善などその果たす
役割を正しく理解し、我が国と世界の国々の歴史・文化・習慣など
を学び交流することを通して国際理解を深め、進んで平和な社会
の実現に貢献することができるようオリンピック・パラリンピック教
育を実施する。

教育指導課
平成27年度
～令和元年度

― ● ● ● ● ● ○ ○

オリンピック・パラリンピック東京大会を来年度
に控え、幼稚園、小学校、中学校４０校（園）が
オリンピック・パラリンピック教育推進校として
実施した。具体的には、各校（園）で計画・実践
することで、国際理解を深め、進んで平和な社
会の実現に貢献することができるようオリン
ピック・パラリンピック教育を推進している。

令和3年度は、オリンピック・パラリンピック東京
大会の実施年度になるため、幼稚園、小学
校、中学校４０校（園）がオリンピック・パラリン
ピック教育推進校として推進するとともに、開
催期間中には、子供の競技観戦を実施する。

幼稚園、小学校、中学校４０校（園）がオリン
ピック・パラリンピック教育推進校として実施
した。具体的には、各校（園）で計画・実践す
ることで、国際理解を深め、進んで平和な社
会の実現に貢献することができるようオリン
ピック・パラリンピック教育を推進している。

教育・子ど
も

オリパラの
理解

オリンピック・パラリンピックに
向けた図書の充実

東京2020オリンピック・パラリンピックに向けて、広く資料を収集・
提供し、オリンピック・パラリンピックや諸外国についての理解を深
め、読書の幅を広げることを支援する。

真砂中央図書館
平成28年度
～令和3年度

― ― ● ● ● ● ○ ○

・外国語図書及びオリンピック・パラリンピック
関連図書、ＣＤの収集
・東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大
会に向けた図書の特集展示を実施⇒中止
・過去のオリンピックポスター（複製）の掲示継
続⇒オリンピック・パラリンピックの延期に伴
い、一時中止
・オリンピック関連講演会を実施⇒中止

・外国語図書及びオリンピック・パラリンピック
関連図書・ＣＤの収集予定
・東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大
会に向けた図書の特集展示を実施予定
・過去のオリンピックポスター（複製）の掲示継
続予定
・オリンピック関連講演会を実施予定

・前年度に引き続き大河ドラマ「いだてん」関
連図書（オリンピック、金栗四三、嘉納治五
郎等）特集展示の実施
・外国語図書及びオリンピック・パラリンピッ
ク関連図書・ＣＤの収集
・過去のオリンピックポスター（複製）の掲示
・スポーツ医学の専門家による講演会を実
施
・オリンピック関連講演会を実施

教育・子ど
も

オリパラの
理解

文の京区民平和のつどい

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会が開催される年に
は、国内外から多くの人が東京を訪れることが予想されるため、例
年開催している文の京区民平和のつどいを、令和2年度は広島
市、長崎市との共催で行うことで、より多くの方々が平和について
考える機会を創出する。

総務課

令和2年度
（区民平和のつど
いについては毎年
行っている）

― ― ― ― ― ― ― ○

広島市、長崎市と共催で、文の京区民平和の
つどいを開催する。事業内容としては、戦災・
原爆資料の展示やパネル展示、被爆体験講
話、平和に関する映画の上映等を行う。
→広島市、長崎市と共催での開催は新型コロ
ナウイルスの影響により中止となった。次年度
の共催実施について継続協議。

広島市、長崎市と共催で、文の京区民平和の
つどいを開催する。事業内容としては、戦災・
原爆資料の展示やパネル展示、被爆体験講
話、平和に関する映画の上映等を行う。

気運醸成 気運醸成

野球・ソフトボール復活への取
組

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会における野球・ソフ
トボールの競技実施と東京ドームを競技会場とすることを求めて関
係機関に働きかけを行うとともに、東京都や関係団体と一層連携
を強め、大会の成功に向け取り組む。

スポーツ振興課
＜オリパラ＞

平成27年度
～平成28年度

― ● ● ― ― ― ― ―

気運醸成 気運醸成

キックオフイベントの開催（東
京2020ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ気
運醸成ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会へ向けて、今後5年
間にわたり気運醸成を図っていくためのスタートとして、キックオフ
イベントを行う。

アカデミー推進課
スポーツ振興課

平成27年度 ― ● ― ― ― ― ― ―

気運醸成 気運醸成
リオデジャネイロ大会応援イベ
ント
（東京2020ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ
気運醸成ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向け、リオデジャ
ネイロ2016大会にスポットをあてたイベントを実施し、リオデジャネ
イロ2016大会への気運及び東京2020大会への気運醸成を図る。

スポーツ振興課
＜オリパラ＞

平成28年度 ― ― ● ― ― ― ― ―

気運醸成 気運醸成

まつり等気運醸成ＰＲ活動
（東京2020ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ
気運醸成ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向け、区内で開
催される集客力のあるまつり等でPR活動を行い、気運醸成を図
る。

スポーツ振興課
＜オリパラ＞

平成28年度
令和2年度

― ― ● ● ● ○ ○ ○

・引き続き、花の五大まつり等へのブース出展
を行い、東京2020オリンピック・パラリンピック
競技大会関連の情報提供や競技体験を実施
し、東京2020大会への気運醸成を図っていく。
→4月 さくらまつりから11月菊まつりまで出展
中止

・引き続き、花の五大まつり等へのブース出展
を行い、東京2020オリンピック・パラリンピック
競技大会関連の情報提供や競技体験を実施
し、東京2020大会への気運醸成を図っていく。

・4月 さくらまつり・つつじまつり、6月 あじ
さいまつり、7月 朝顔・ほおずき市、11月
菊まつり、2月梅まつりにオリンピック・パラリ
ンピックPRブースを出展。3月実施予定の令
和2年度さくらまつりは中止。
・障害者スポーツであるボッチャの体験を中
心に実施し、梅まつりではステージイベント
で「東京五輪音頭」を実施した。

気運醸成 気運醸成

オリンピック・パラリンピック気
運醸成補助事業
（2020年東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝ
ﾋﾟｯｸ気運醸成ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向け、区内団体
が実施するオリンピック・パラリンピック気運醸成事業に対して助成
を行い、気運醸成を図る。

スポーツ振興課
＜オリパラ＞

平成28年度
令和2年度

― ― ● ● ● ○ ― ― ・交付決定事業3件

気運醸成 気運醸成

東京2020参画プログラムの推
進

全庁で取り組んでいるオリンピック・パラリンピックに関連する事業
について、東京2020参画プログラムへの申請の支援及び認証を推
進する。

スポーツ振興課
＜オリパラ＞

平成28年度～ ― ― ● ● ● ○ ○ ○

・気運醸成とスポーツ競技等の更なる推進に
努めるため、参画プログラムの積極的な活用
を図る。

・気運醸成とスポーツ競技等の更なる推進に
努めるため、参画プログラムの積極的な活用
を図る。

・庁内の他部署と連携し、参画プログラムの
積極的な活用を図り、気運醸成とスポーツ
競技等の推進に努めた。
・ホストタウン事業1件を含む13件のアクショ
ンプログラムを実施した。
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東京2020大会へ向けた主な取組状況調査票（継続事業及び新規事業）  （R2.12月調査）

●･･･実施済み　〇･･･実施中または実施予定　―･･･実施なし　空欄･･･未定

参考

新型コロナウィルス感染
寛大防止により中止

令和元年度 取組状況
（令和２年2月調査）

令和3年度以降取組予定
（令和2年12月15日現在）

H28カテゴリー 取組項目 所管課 実施期間 H26 H27取組・事業例
令和2年度取組状況

（令和2年12月15日現在）
R2事業概要 H29 H30 R1 R3～

気運醸成 気運醸成

東京２０２０大会　カウントダウ
ンプログラム

東京2020大会に向けて、多くの区民が自ら参加し、新たなつながり
や地域の連携を生み出すことができるよう、スポーツだけではな
く、文化も包括したカウントダウン事業を展開し、大会への気運醸
成及び競技種目等の周知による理解促進を図る。

スポーツ振興課
＜オリパラ＞

平成28年度～ ― ― ● ● ● ○ ▲ ○ ○

・東京2020大会開催100日前のカウントダウン
イベント及び終了後にレガシーイベントを開催
予定。→延期

・東京2020大会開催100日前のカウントダウン
イベント及び終了後にレガシーイベントを開催
予定。

・令和元年8月11日に東京2020大会1年前
の気運醸成イベントとして、早稲田大学男子
チアリーディングチームSHOCKERSの公演
を開催し、オリンピック・パラリンピック要素
を盛り込んだパフォーマンスを行った。
・東京2020パラリンピック競技大会開催1年
前に合わせて、文京区コミュニティバスＢ－
ぐるに東京2020大会マスコットのラッピング
を施し、広告運行を開始した。
・令和元年9月26日より28日まで、東京2020
オリンピック競技大会開催300日前を記念
し、過去のオリンピックや1964年聖火リレー
に関する企画展を実施した。

気運醸成 気運醸成

スポーツセンターリニューアル
イベント

平成30年6月のスポーツセンター改修工事終了に伴い、新たな施
設のお披露目イベントを行い利用促進する。イベントでは、オリン
ピック・パラリンピック競技を中心としたスポーツの体験や、ホストタ
ウンであるドイツの文化・伝統芸能等を紹介し、東京2020オリン
ピック・パラリンピック競技大会に向けた気運醸成につなげる。

スポーツ振興課 平成30年度 ― ― ― ― ● ― ― ―

気運醸成 気運醸成

ふれあいサロン
「誰でもスポーツ～リオで大注
目！ボッチャをやってみよう！
～」

地域住民の相互交流促進と地域コミュニティの活性化を図るため
に実施するふれあいサロンにおいて、住民がボッチャを体験するこ
とで、2020年東京オリンピック・パラリンピックに向けて気運を高め
ていくとともに、競技そのものの理解に加え、スポーツに関わるボ
ランティア活動等についても理解を深めてもらい、地域活動に参加
をするきっかけとする。

区民課
駒込地域活動セン
ター

平成29年度～ ― ― ― ● ● ● ○ ○

スポーツ推進委員を講師として、2020年の東
京パラリンピックの正式種目であるボッチャを
体験することで、競技そのものの理解に加え、
スポーツにかかわるボランティア活動等につい
ても理解を深めてもらう講座を、2月に全4回で
1回開催予定。

スポーツ推進委員を講師として、2021年の東
京パラリンピックの正式種目であるボッチャを
体験することで、競技そのものの理解に加え、
スポーツにかかわるボランティア活動等につい
ても理解を深めてもらう講座を、年間3回開講
予定。

スポーツ推進委員を講師として、2020年の
東京パラリンピックの正式種目であるボッ
チャを体験することで、競技そのものの理解
に加え、スポーツにかかわるボランティア活
動等についても理解を深めてもらう講座を、
6月・10～11月・1～2月に全4回で3回開講し
た。

気運醸成 気運醸成

都市鉱山からつくる！みんな
のメダルプロジェクト

携帯電話・スマートフォンを回収し、リサイクル金属でメダルを作成
する。

リサイクル清掃課 平成29年度～ ― ― ― ● ● ― ― ―

気運醸成 気運醸成

大河ドラマ「いだてん」トーク
ショー

日本マラソンの父と称され、2019年大河ドラマ「いだてん」主人公と
なる金栗四三について、文京区での日々やスポーツを通じた教育
に尽力した功績、オリンピックへの軌跡についてのトークショーを開
催し、東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会への気運醸
成を図る。

スポーツ振興課＜オ
リパラ＞

平成30年度 ― ― ― ― ● ― ― ― なし

・大河ドラマ「いだてん」で金栗四三役を演じ
る中村勘九郎氏、三島弥彦役を演じる生田
斗真氏を迎え、ドラマ制作のエピソードを交
えトークショーを開催。文京区にゆかりのあ
る日本初のオリンピアンのドラマを周知する
ことにより、東京2020大会への気運醸成を
図った。

気運醸成 気運醸成

ふれあいサロン

地域住民の相互交流促進と地域コミュニティの活性化を図るため
に実施するふれあいサロンにおいて、2020年東京オリンピック・パ
ラリンピックに向けた気運を高める事業を全地域活動センターで実
施する。（平成30年12月現在は駒込地域活動センターのみ実施）

区民課
地域活動センター

令和元年～ ― ― ― ― ― ● ―
地域活動センター8所にて気運醸成を目的
とした講座を計11件実施、約160人が参加。

気運醸成 気運醸成
装飾事業

東京2020大会に向けて、コミュニティバス「B-ぐる」やシビックセン
ターを装飾することにより、大会への気運醸成を図る。

スポーツ振興課＜オ
リパラ＞

令和元年～令和2
年

― ― ― ― ― ● ○ ―
シビックセンター及び周辺を、壁面シートやバ
ナー等で装飾し、大会祝祭感を演出する。

気運醸成 気運醸成 聖火リレーがやってくる！
～未来を照らす、心をつなぐ
　　　　「文の京」トーチプロジェ
クト～

文京区の東京2020オリンピック聖火リレー当日、ゴール地点の教
育の森公園「自由ひろば」でのミニセレブレーションや区の魅力を
発信する事後イベントを実施し、東京2020大会を文京区一丸となっ
て盛り上げる。

スポーツ振興課＜オ
リパラ＞

令和2年 ― ― ― ― ― ― ▲ ○ ○

聖火リレー当日は、ミニセレブレーション及び
事後プログラムを実施し、ウェルカムプログラ
ム、フォトセッション、　区に縁のある金栗四三
や嘉納治五郎のほか、ホストタウンのドイツを
テーマにしたプログラムを実施する。その際に
は、沿道、イベント会場等での応援サポートを
行うボランティアを募集し、区民が直接、東京
2020大会へ参加する機会を提供する。
また、オリンピック・パラリンピックの聖火リレー
に関する資料の展示をギャラリーシビックで実
施する。
→延期

　聖火リレー当日は、感染症対策、暑さ対策を
講じながら、区内区間のゴールのとなる区立教
育の森公園におけるおいて、東京都主催のミ
ニセレブレーションと合わせた、区独自のウェ
ルカムプログラム（チアリーディング、ブラスバ
ンド演奏、大会マスコットによるダンス等）を実
施する。
 また、区独自の文の京2020ボランティアを募
集し、区民が直接、東京2021大会へ参加する
機会を提供する。
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東京2020大会へ向けた主な取組状況調査票（継続事業及び新規事業）  （R2.12月調査）

●･･･実施済み　〇･･･実施中または実施予定　―･･･実施なし　空欄･･･未定

参考

新型コロナウィルス感染
寛大防止により中止

令和元年度 取組状況
（令和２年2月調査）

令和3年度以降取組予定
（令和2年12月15日現在）

H28カテゴリー 取組項目 所管課 実施期間 H26 H27取組・事業例
令和2年度取組状況

（令和2年12月15日現在）
R2事業概要 H29 H30 R1 R3～

気運醸成 発信

オリンピック・パラリンピックこど
も新聞

東京2020大会に向けて、小・中学生を記者としたオリンピック・パラ
リンピックをテーマとする「区報ぶんきょう特集号」を発行し、参加し
た小中学生のオリンピック教育とともに、広く区民に向けたオリン
ピック・パラリンピックの気運を醸成する。合わせて、区にゆかりの
あるアスリートで、東京2020大会の出場を目指す選手を取り上げ、
区全体でサポーターとなる。

スポーツ振興課
＜オリパラ＞

平成29年度～ ― ― ― ● ● ○ ○ ○

・令和2年8月に第9号を発行した。（発行部数
約7部）3月に第10号を発行予定。
・令和2年3月発行予定だった紙面を再構成し
た他、オンラインでの取材を実施し、こども記
者が自宅で記事を作成した。
・子ども記者、編集サポーター合計 82名登録
（令和2年12月15日現在）

・令和3年度は年2回の発行を予定。

・令和元年8月に第7号、12月に第8号を発行
した。（発行部数約10万部）3月に第9号を発
行予定。→3月発行予定の第9号は延期
・BUNKYO RUGBY DAY、日本×ドイツ親善
交流演奏会、パラアーチェリー選手へのイン
タビュー、文京クリスマスマーケット2019な
ど、スポーツ、文化、ホストタウン等の多岐
にわたる内容を取材し、記事にしている。
・子ども記者、編集サポーター合計 79名登
録（令和2年2月28日現在）

気運醸成 発信

B2F区民ひろば にぎわい化計
画（ﾏﾙﾁﾋﾞｼﾞｮﾝ改修）

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の気運醸成や実際
の競技に関わるイベントが行える会場として、イベント会場としての
区民ひろば及びマルチビジョンの整備を行う。

経済課 平成27年度～ ― ● ● ● ● ○ ○ ○
区からのお知らせや区民ひろばで実施するイ
ベント等でマルチビジョンを活用する。

随時、各所管課から依頼された区からのお知
らせ等をマルチビジョンで放映。
（マルチビジョンの使用は可だが、区民ひろば
は改修工事予定であるため区民ひろば自体の
使用は不可）

随時、各所管課から依頼された区からのお
知らせ等をマルチビジョンで放映。また、オ
リンピック・パラリンピック等のイベントでの
活用。

気運醸成 協力体制の
構築

大学等との連携 一層強化
区民にとって大学を文化的資産ととらえ、区と大学が相互に協力
することで、文化・教育の学びの場としての賑わいを図り、文京区
の魅力を高め、地域社会の活性化を目指す。

アカデミー推進課
平成27年度
令和2年度

― ● ● ● ● ● ○ ○ 引き続き区内大学との連携を図る。
7/8、11/21に地域連携担当者会議、1/17に
区内大学学長懇談会を開催し、区と区内大
学との連携について意見交換を行った。

まちづくり バリアフ
リー・ユニ
バーサルデ
ザイン

バリアフリー基本構想

国内外から多数訪れる観光客や高齢者、障害者等が安全・快適
に過ごせるよう、行政・区民・事業者等が一体となってバリアフリー
基本構想を策定し、公共交通機関、道路、公園、スポーツ施設等
の事業者・管理者が共通の方針に基づき連携を図り事業を推進
し、重点的かつ一体的なバリアフリーを実現する。

都市計画課
平成26年度
～令和7年度

● ● ● ● ● ● ○ ○

引き続き、重点整備地区別計画に基づく特定
事業の実施を促進するとともに進捗管理を行
い、重点的かつ一体的なバリアフリー化を推進
する。また、令和2年度より基本構想の中間評
価に着手し、各事業者へ特定事業の実施見込
み等を照会する。

引き続き、重点整備地区別計画に基づく特定
事業の実施を促進するとともに進捗管理を行
い、重点的かつ一体的なバリアフリー化を推進
する。また、令和３年度には、特定事業の実施
状況等から評価すべき点と課題点などを整理
し、中間評価を行う。

重点整備地区別計画に基づく特定事業の
実施を促進するとともに進捗管理を行い、重
点的かつ一体的なバリアフリー化を推進し
た。

まちづくり 多言語化の
推進

区有施設及び区内の多言語対
応

「区内統一案内標識の多言語化対応」や「コミュニティバス（Ｂ－ぐ
る）における外国語表記整備」などの実現に向けた、統一的な多
言語化を図るため、文京区における多言語対応の方向性を定める
とともに、文京区版対訳表の作成を行う。

広報課 平成27年度～ ― ● ● ● ● ○ ○ ○ 随時更新を行う予定 随時更新を行う予定 随時更新を行う予定

まちづくり 多言語化の
推進

「Bーぐる」の外国語表記整備
文京区コミュニティバス「Ｂーぐる」について、外国人のバス利用の
サポートに特化した英語版ルートマップを作成するほか、バス停留
所や車内外の案内表示に対して英語表示の併記等を行う。

区民課 平成27年度～ ― ● ● ● ● ○ ○ ○
外国人利用者向けの「英語版B－ぐるマップ」４
月版を作成し、区内のホテルや文化施設、地
下鉄の駅などに配布する

令和3年度も継続予定
外国人利用者向けの「英語版B－ぐるマッ
プ」４月版を作成し、区内のホテルや文化施
設、地下鉄の駅などに配布した。

まちづくり 多言語化の
推進

区内統一案内標識の多言語
化及び設置

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会へ向けて増加が予
測される外国人観光客の利便性向上のため、多言語に対応した
区内統一案内標識の設置を進める。

道路課
平成27年度
～令和元年度

― ● ● ● ● ● ― ― 令和元年度にて事業完了
多言語に対応した区内統一案内標識を15
基設置予定

まちづくり 多言語化の
推進

ごみと資源の分け方・出し方
（4ヶ国語版）

文京区におけるごみと資源の排出方法を記載したリーフレットを作
成し、区民等に配布することにより、ごみと資源の適正排出の徹底
を図る。（日本語・英語・中国語・韓国語）

リサイクル清掃課 平成20年度～ ● ● ● ● ● ● ○ ○ 令和2年度も同様に作成予定。 令和3年度も継続予定。
令和2年2月に令和2年4月改定版として日本
語版と英語版1,500部、中国語版1,800部、
韓国語版1,200部を作成した。

まちづくり 施設整備・
改修

自転車道整備

周辺の都道（外堀通り・白山通りなど）と共に、東京2020オリンピッ
ク・パラリンピック競技大会に向けて、外国からの来訪者も含めて
誰もが、大会の雰囲気や観光地のにぎわいを自転車で楽しめるよ
うに自転車走行空間の整備を行う。

道路課
平成28年度
～令和元年度

― ― ● ● ● ● ― ― 令和元年度にて事業完了
東京都自転車推奨ルート（区道第808号）の
北側約200ｍ整備中

まちづくり 施設整備・
改修

公衆・公園等トイレの整備
東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向けて、バリアフ
リー化などインフラ整備の充実を図り、国内外からの観光客に対
応するため、公衆・公園トイレの洋式化等を行う。

みどり公園課
平成28年度
～令和2年度

― ― ● ● ● ○ ○ ―
令和元年度に実施設計を行ったものの内、公
園等トイレ１か所の改修工事を行っている。

令和３年度からは、公園再整備と併せ、公園
等トイレを整備していく。

平成30年度実施設計を行った公衆・公園等
トイレ13か所の内4か所の改修工事及び令
和2年度改修予定の公衆・公園等トイレ7か
所の実施設計を行っている。（2年3月31日
まで）

まちづくり 環境整備

公衆無線LAN検討
国内外の観光客の集客が見込まれる区有施設内等で、インター
ネット接続が無料で利用できる公衆無線LAN設備を設置する。

情報政策課
平成27年度
～平成30年度

― ● ● ● ● ― ― ― - - -

まちづくり 環境整備

公衆無線LAN環境整備
国内外の観光客の集客が見込まれる区有施設内等で、インター
ネット接続が無料で利用できる公衆無線LAN設備を設置する。

情報政策課 平成28年度～ ― ― ● ● ● ● ○ ―
令和３年３月に、新たに区有施設1か所へ無料
公衆無線LANを設置する予定である。

現時点では新たに公衆無線LANの環境整備す
る予定はない。

令和元年10月に、新たに区有施設1か所へ
無料公衆無線LANを設置し、サービスを開
始した。

まちづくり 環境整備

自転車シェアリング事業実証
実験

自転車シェアリングの本格実施に向け、サイクルポートの利用状
況や交通行動の変化等検証するため実証実験を行う。

管理課
平成28年度
～令和元年度

― ― ● ● ● ● ― ―
令和2年度に本格実施に移行するため、実証
実験は令和元年度末で終了。

サイクルポート10箇所新規開設。
本格実施に向け、6月に自転車ｼｪｱﾘﾝｸﾞ広
域連携に関する基本協定書を広域連携10
区と締結。
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東京2020大会へ向けた主な取組状況調査票（継続事業及び新規事業）  （R2.12月調査）

●･･･実施済み　〇･･･実施中または実施予定　―･･･実施なし　空欄･･･未定

参考

新型コロナウィルス感染
寛大防止により中止

令和元年度 取組状況
（令和２年2月調査）

令和3年度以降取組予定
（令和2年12月15日現在）

H28カテゴリー 取組項目 所管課 実施期間 H26 H27取組・事業例
令和2年度取組状況

（令和2年12月15日現在）
R2事業概要 H29 H30 R1 R3～

まちづくり 環境整備

自転車シェアリング事業
自転車シェアリング事業が、公共的な交通手段として定着する可
能性を検証するため実証実験を行う。

管理課 平成28年度～ ― ― ● ● ● ● ○ ○
令和2年度に本格実施に移行、更なる利便性
向上に向けサイクルポート等の拡充

更なる利便性向上に向け、引き続きサイクル
ポート等の拡充、,自転車のメンテナンスや再
配置業務の強化に取り組む。

サイクルポート10箇所新規開設。
6月に自転車ｼｪｱﾘﾝｸﾞ広域連携に関する基
本協定書を広域連携10区と締結。

まちづくり 環境整備

外国人への喫煙等禁止の周
知・啓発

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向けて、喫煙マ
ナーの向上及び歩行者の安全を確保するとともに地域美化の推
進を図るため、区民はもとより、区外からの来訪者（外国人含む）
に対し、区の路上喫煙対策を周知する。

環境政策課 平成28年度 ― ― ● ― ― ― ― ―

まちづくり 環境整備

公共の場所における喫煙等禁
止の周知・啓発

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向けて、喫煙マ
ナーの向上及び歩行者の安全を確保するとともに地域美化の推
進を図るため、区民はもとより、区外からの来訪者（外国人含む）
に対し、以下の事業を実施する。路面シート、ステッカー、プレート
などの掲示物や、ポケットティッシュ、チラシ等の配布物について、
やさしい日本語、やさしい英語、ピクトグラム（絵文字）等を活用し
て表示することにより、外国人にも理解できるように周知する。ま
た、指導員が巡回している地域の巡回回数を増やす。
屋内喫煙所設置助成については、民間事業者または区民が、誰も
が無料で利用することができる屋内喫煙所を設置する場合の助成
を行う。

環境政策課 平成29年度～ ― ― ― ● ● ● ● ○

・「文京区歩行喫煙等の禁止に関する条例」を
改正し、7月1日に「文京区公共の場所における
喫煙等の禁止に関する条例」を施行した。これ
に伴い、路面シート・電柱看板・ポスタ―・ポ
ケットティッシュ等は改正条例の内容に改める
とともに、ピクトグラム、日本語、英語で表記
し、誰もが分かりやすいデザインのものを作成
し、周知啓発を行った。
・個別巡回の回数を240回→360回へ増加し巡
回指導を強化している。
・屋内喫煙所設置費等助成については、周知
活動を継続する。

・「文京区公共の場所における喫煙等の禁止
に関する条例」に関する周知啓発物は、引き続
きピクトグラム、日本語、英語で表記し、誰もが
分かりやすいデザインのものを作成し周知啓
発を行う。
・個別巡回の回数は360回とし引き続き巡回指
導を強化する。
・屋内喫煙所設置費等助成については、周知
活動を継続する。

・ポケットティッシュはピクトグラム、日本語、
英語で表記し誰もが分かりやすいデザイン
を配布。
・路面シートは現況調査を実施し、ピクトグラ
ム、日本語、英語表記のデザインを作成設
置した（令和2年1月末）。
・ステッカー、ポスター、プレートはピクトグラ
ム、日本語、英語表記のデザインを配布・設
置している。
・屋内喫煙所設置費等助成については、周
知活動を継続中。（ローソン御茶ノ水ＭＫ
店、ホテル機山館、セブン－イレブン文京湯
島３丁目店に維持管理費助成を行ってい
る。）

まちづくり 環境整備 知っておきたい感染症予防豆
知識

国内における感染症対策は大変重要な課題である為、国際社会
における地域特性や宗教、文化への理解と病気や患者への人権
的配慮を通じた感染症対策について普及啓発を行う。

予防対策課 令和2年 ― ― ― ― ― ― ○ ○
蚊媒介感染症や麻しん風しん対策をはじめと
し、身近な感染症予防対策の豆知識を紹介す
る。

まちづくり 防犯・防災
の推進

避難所表示板の多言語対応

区内33か所全避難所の表示板を更新し、必要な情報を簡潔にか
つわかりやすく伝えられるよう記載内容を見直すとともに、従来の
日本語・英語に加え、中国語・韓国語表記を追加し、4か国語対応
を図る。

防災課
平成27年度
～平成28年度

― ● ● ― ― ― ― ―

17


	別紙1_令和２年度 第1回 文京区 東京2020オリンピック・パラリンピック推進本部 次第
	別紙2_【資料第1号】東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に関する対応について
	別紙3_【資料第2号】東京2020大会へ向けた主な取組状況調査票（継続事業及び新規事業）

